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令和２年（2020）

月３

おいしい給食「いただきます！」
今月の表紙
　２月27日、有漢中学校３年生の教室では、
生徒がリクエストした献立が給食として提供さ
れました。子どもたちから大人気の「揚げパン」
を、笑顔でおいしそうにほおばっていました。

●おいしい学校給食（Ｐ２～）
●次期総合計画の策定へ向けて（Ｐ８～）
●功績・栄光をたたえます（Ｐ 10～）
●市職員の給与などの状況を公開します（Ｐ12～）

主な内容



成
長
を
支
え
る

お
い
し
い
学
校
給
食

特
集

　
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
食
べ
る
給
食
。

時
代
と
と
も
に
献
立
は
変
わ
っ
て
も
、
そ

の
姿
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
風
景
で
す
。

　
今
月
号
は
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、

多
く
の
愛
情
が
込
め
ら
れ
た
学
校
給
食
を

紹
介
し
ま
す
。

問 

高
梁
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎（
22
）２
２
０
６

　

 

有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎（
57
）２
１
５
４

　

 

川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎（
48
）３
１
４
８
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おいしい学校給食

　
学
校
給
食
は
、
児
童
・
生
徒
な
ど
の

心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
に
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
栄
養
豊
か
な
食
事
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
食
に
関
す
る
正
し
い
理

解
と
適
切
な
判
断
力
を
養
う
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、学
校
給
食
法
で
は「
健

康
の
保
持
増
進
」「
食
習
慣
を
養
う
」と

い
っ
た
学
校
給
食
の
目
標
や
、栄
養
摂

取
の
基
準（
量
）が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
要
な
役
割
を
担
う
給
食

地
産
地
消
を
推
進

　
市
内
に
は
高
梁
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
川
上
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
給
食
セ
ン

タ
ー
で
調
理
し
各
学
校
へ
配
送
す
る

「
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
」
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
３
つ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
併

せ
て
毎
日
約
２
３
０
０
人
分
の
給
食
を

調
理
し
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど

へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的
に
、

給
食
で
使
用
す
る
米
は
全
て
市
内
産
を

アレルギー対応
マニュアル

使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
な
ど

に
つ
い
て
も
な
る
べ
く
市
内
業
者
や
地

元
農
家
な
ど
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
は
、「
高
梁

市
学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
基
に
、
各
小
・
中
学
校
や
各

園
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
安
全

を
最
優
先
に
、
原
則
、
原
因
食
物
の
材

料
を
完
全
に
除
去
し
た
同
じ
献
立
を
子

ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
を
支
え
る 

～
栄
養
教
諭
・
栄
養
職
員
～

栄
養
教
諭
・
栄
養
職
員
の
役
割

　
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る

栄
養
教
諭
・
栄
養
職
員
は
、「
食
に
関

す
る
指
導
」
や
「
学
校
給
食
の
管
理
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
食
に
関
す
る
指
導
は
、
各
学
校
の
食

に
関
す
る
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
児

童
・
生
徒
や
学
校
、
家
庭
な
ど
の
実
態

を
考
慮
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
食
事
の
マ

ナ
ー
、
食
の
重
要
性
な
ど
を
伝
え
た

り
、
食
に
関
す
る
悩
み
が
あ
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
管
理
で
は
、
適
切
な
栄

養
管
理
や
献
立
作
成
、
危
機
管
理
、
検

食
、
調
理
指
導
、
調
理
・
配
食
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

献
立
を
作
成
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト　

　
基
本
的
な
献
立
は
各
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
約
３

分
の
２
は
市
内
統
一
献
立
と
し
て
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
保
護
者
、

関
係
者
で
組
織
す
る
「
献
立
検
討
委
員

会
」
で
協
議
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
献
立
を
決
め
る
際
、
季
節
や
旬
を
考

慮
し
て
、
食
材
や
調
理
方
法
、
味
付
け

な
ど
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

な
が
ら
組
み
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

甘
味
、
塩
味
、
酸
味
、
旨
味
な
ど
の
味

覚
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

味
や
栄
養
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献

立
が
完
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
食
・
行
事
食
を
テ
ー
マ

と
し
た
献
立
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
人
気

の
高
い
献
立
な
ど
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

食
材
の
選
定
や
調
理
工
程
に
注
意
を

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
材
料
の

除
去
な
ど
の
た
め
に
、
調
理
員
の
調
理

工
程
が
複
雑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
夏
場
は
、

生
も
の
や
食
中
毒
を
引
き
起
こ
し
や
す

い
食
材
を
使
わ
な
い
な
ど
、
食
材
の
選

定
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
目
標（
学
校
給
食
法
第
２
条
）

①
適
切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ
る
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る

②
食
事
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
、
健
全

な
食
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
判
断
力
を
培つ
ち
か

い
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
養
う

③
学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
明
る
い
社
交
性
お

よ
び
協
同
の
精
神
を
養
う

④
食
生
活
が
自
然
の
恩
恵
の
上
に
成
り
立
つ
も

の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
生

命
や
自
然
を
尊
重
す
る
精
神
と
環
境
の
保
全
に

寄
与
す
る
態
度
を
養
う

⑤
食
生
活
が
食
に
関
わ
る
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
を
養
う

⑥
国
や
各
地
域
の
優
れ
た
伝
統
的
な
食
文
化
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

⑦
食
料
の
生
産
、
流
通
お
よ
び
消
費
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
に
導
く

栄養職員による食育指導
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災害時の食事
救給カレー、牛乳、防災スープ、バナナ、小魚

　地域の文化や伝統への理解と関心を深めるために、郷土
食や行事食、世界各国の料理を楽しむことができる取り組
みを行っています。
　郷土食では、岡山県の「たこ飯」や香川県の「しっぽく
うどん」などを、行事食では、「冬

とう じ

至」「旧正月」などをテ
ーマとした給食を提供しています。世界各国の料理では、
「韓国」「インドネシア」「アメリカ」「タイ」などの料理を給
食として提供しています。
　また、「災害時の食事」をテーマに、実際の非常食を献
立に取り入れることもあります。

　文化や伝統を大切に ～郷土食・行事食、世界各国の料理、非常食～

　みんなが大好きなメニューを給食に ～リクエスト献立～

　各学校から人気の高い献立を募集し、「リクエスト献立」として提供しています。

        各学校給食センターの人気メニュー（令和元年度）
高梁 有漢 川上

主食 しょうゆラーメン 揚げパン 揚げパン

主菜 からあげ カツカレーライス チキン南蛮

副菜 海藻サラダ りっちゃんの元気サラダ マカロニサラダ

汁物 クリームシチュー コーンポタージュ 豚汁

その他 焼きプリンタルト フルーツポンチ 焼きプリンタルト有漢・川上学校給食センターで人気の「揚げパン」

食育推進のための取り組み ～「食」を楽しむ高梁市の学校給食～

川上小学校６年生が考えた令和元年度の献立
川上町の特産品と旬の野菜を使用した「われら川上町！」

　小学生が考えた給食を市内統一献立として提供する
「わたしたちが考えた給食献立」を実施しています。こ
の取り組みは、平成 21 年度に行われた「小学生子ど
も議会」で有漢西小学校の児童が提案したことをきっ
かけに、各学校給食センターが毎年順番に取り組んで
いるものです。
　家庭科の学習で得た知識を生かすとともに、地域の
食材を活用した献立を作成できるよう、栄養教諭・栄
養職員や各学校の先生がアドバイスを行っています。

わたしたちが考えた給食献立一覧（平成 27年度～ 30年度）
学校名（年度） 献立テーマ 献立

富家小学校（H27） 和食の味の基本「だし」にこだわった献立 麦ごはん、牛乳、揚げ鮭のおろしがけ、五目きんぴら、切干大根のみそ汁

宇治小学校（H28） カンボジアの料理&宇治の特産物
「もち麦」を使った献立

もち麦ごはん、牛乳、鶏肉のナンプラー焼き、カンボジアのピクルス、
ワンタンスープ

有漢東小学校（H29）「歯と口の健康」を考えた献立 玄米ごはん、ひじきふりかけ、牛乳、白身魚の和風あんかけ、
ぼっけえかみかみサラダ、なめこと小松菜のみそ汁

落合小学校（H30） 和食を守り伝えていこう！ 麦ごはん、牛乳、鰤の照焼き、春菊のごまあえ、具だくさん汁

　子どもたちのアイデアが献立に ～わたしたちが考えた給食献立～　

玄米ごはん ふる里汁

やたかっこ
鶏肉の三沢みそだれかけ

キャベツのおひたし

牛乳
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有漢学校給食センターに潜入
　　 ～給食が学校に届くまで～

おいしい学校給食

①業者や地元農家などから
   使用する食材を受け取る

２月 27 日の献立　
きな粉揚げパン、野菜たっぷりクリームシチュー、ビーンズサラダ、牛乳

有漢学校給食センター

②野菜を洗浄し、異物などが
混入していないか確認

③肉類については別室で
　異物などがないか確認

④洗浄した野菜を手切りや機械で切る⑤コッペパンを油で揚げて、
   砂糖ときな粉で味を付ける

⑥蒸して冷却した野菜とミックス
　ビーンズ、ハムを混ぜ合わせる

⑦肉と野菜を炒めた後、調味料を
入れてかき混ぜる

⑧異物混入を防ぐために傷などを
   確認し、それぞれの食缶へ投入

⑨食缶をコンテナに詰めて
　　小・中学校、幼稚園へ配送

⑩配送後に調理場を片付けた後、
職員全員で毎日ミーティング

⑪返却された食缶や食器などを洗浄、
コンテナも清掃

⑫センターに設置した機械で残食など
を堆肥に処理（１日約20kg）

※調理場へ入るときは必ず調理衣・帽子・マスクを着用します。
　また、手を丁寧に洗い服のホコリを取るなど、衛生管理を徹底して行っています。

5 Ｒ2 (2020) ３月



安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
を

川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大お
お
た田 
博ひ
ろ
の
ぶ信 

所
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
所
長
と
し
て

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
所
長
は
、
学

校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

方
針
や
計
画
の
策
定
、
教
育
委
員
会
と

の
連
絡
調
整
な
ど
が
主
な
業
務
で
す
。　
　

　
そ
の
な
か
で
も
、
安
心
・
安
全
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
に
、
学
校
給
食
に

異
常
が
な
い
こ
と
の
確
認
や
調
理
方
法

の
点
検
、
食
中
毒
の
防
止
に
は
特
に
気

を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
に
も
十
分
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
複
数

の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
も
い
る

た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
な
い
よ

う
に
献
立
内
容
や
食
材
の
確
認
に
は
特

に
注
意
を
し
て
い
ま
す
。

「
給
食
」
を
通
し
て
伝
え
て
い
く

　
川
上
小
学
校
で
は
、
児
童
が
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る
「
交

流
給
食
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

行
事
に
は
私
や
調
理
員
も
出
席
し
ま
す

が
、
児
童
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た
声
を
直

接
聞
く
こ
と
で
、
安
心
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
お
い
し
か
っ

た
と
伝
え
た
献
立
に
つ
い
て
保
護
者
か

ら
作
り
方
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
え
る
給
食
の
提

供
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
業
務
に
励
ん
で
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
給
食
を
通
し
て
食

の
大
切
さ
や
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
も
う
す
ぐ
始

ま
る
学
校
生
活
と
給
食
を
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
い
。

川上中学校  ３年

山
やまもと

本 真
ま お

央 さん

友
達
と
過
ご
す
楽
し
い
時
間

　
給
食
委
員
と
し
て
、
放
送
室
か
ら
献

立
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
帰
り
や
す
い

よ
う
に
各
学
年
の
食
缶
・
食
器
な
ど
を

受
け
取
っ
て
整
理
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
給
食
週
間
に
な
る
と
、
生
徒
へ

「
食
」
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
食
育
指
導
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
の
取
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
考
え

ら
れ
た
給
食
は
野
菜
も
た
く
さ
ん
入
っ

て
い
て
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　
給
食
は
、
友
達
と
ゆ
っ
く
り
話
が
で

き
、
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
る
大
切
な

時
間
で
す
。
も
う
す
ぐ
中
学
校
を
卒
業

す
る
の
で
、
大
好
き
な
「
ビ
ビ
ン
バ
」

や
「
プ
リ
ン
」
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
後
輩
た
ち
の
た
め
に
お
い
し
い

給
食
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
在
地　
落
合
町
阿
部
１
７
２
３
‐
6

提
供
食
数　
１
６
８
４
食

提
供
場
所　
高
梁
幼
稚
園
、
高
梁
南
幼

稚
園
、
川
面
幼
稚
園
、
中
井
幼
稚
園
、

玉
川
幼
稚
園
、
宇
治
幼
稚
園
、
落
合
幼

稚
園
、
福
地
幼
稚
園
、
高
梁
小
学
校
、

川
面
小
学
校
、
中
井
小
学
校
、
玉
川
小

学
校
、
宇
治
小
学
校
、
松
原
小
学
校
、

落
合
小
学
校
、
福
地
小
学
校
、
成
羽
小

学
校
、高
梁
中
学
校
、高
梁
北
中
学
校
、

成
羽
中
学
校

職
員
数　
所
長
１
人
／
栄
養
教
諭
１
人

／
栄
養
士
１
人
／
給
食
調
理
員
18
人
／

事
務
職
員
１
人

高梁学校給食センター

給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
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正
し
い
衛
生
管
理
で
調
理
を

有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

東ひ
が
し 

奈な

お

み
緒
美 
調
理
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員
と
し
て

　
調
理
員
は
、
正
し
い
衛
生
管
理
の
も

と
調
理
を
行
い
、
時
間
ど
お
り
に
安

心
・
安
全
な
給
食
を
届
け
る
た
め
に
、

調
理
工
程
の
準
備
・
確
認
、
食
材
の
仕

分
け
、
調
理
、
配
食
、
食
器
・
食
缶
・

器
具
の
洗
浄
、
施
設
の
清
掃
な
ど
幅
広

い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
業
務
を
行
う
な
か
で
「
手
洗
い
」
に

は
特
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
器
具
な

ど
を
触
る
前
に
は
必
ず
手
を
洗
い
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
を
す
る
な
ど
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
全
体
で
徹
底
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
食
中
毒
菌
な
ど
を
死

滅
さ
せ
る
た
め
に
、
温
度
管
理
も
徹
底

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
送
後
に
は
職
員
全
員
で
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
当
日
の
調
理
工
程
や
作

業
で
の
意
見
を
出
し
合
う
と
と
も
に
翌

日
の
作
業
を
確
認
す
る
な
ど
、
よ
り
良

い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
で
も
給
食
が
大
好
き
で
す

　

私
が
調
理
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
給
食
が
大
好
き

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

「
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

た
り
、
残
食
が
な
い
状
態
で
コ
ン
テ
ナ

が
返
っ
て
き
た
り
し
た
と
き
は
と
て
も

う
れ
し
く
、
調
理
員
と
し
て
の
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

元
農
家
か
ら
野
菜
を
提
供
し
て
も
ら
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
地

産
地
消
の
大
切
さ
や
、
給
食
が
で
き
る

ま
で
に
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
給
食
を

残
さ
ず
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松原小学校  ６年

宮
み や た

田 寛
ひろひと

人 さん

種
類
豊
富
な
給
食
が
楽
し
み

　

給
食
は
、
他
県
の
郷
土
料
理
や
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
料
理
な
ど
、
普
段
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
料
理
が
味
わ
え
る
の

で
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

以
前
「
ブ
ラ
ジ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

給
食
で
「
フ
ェ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
」
と
い
う

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ

た
と
き
、
日
本
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
の

味
の
違
い
に
驚
い
た
こ
と
は
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
月
の
給
食
で
は
「
災
害
時

の
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
際
の
非
常

食（
救
給
カ
レ
ー
）を
食
べ
ま
し
た
。
災

害
時
で
も
安
心
し
て
お
い
し
い
食
事
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
と
分
か
り
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
ー
マ
ン
や
ナ
ス
な
ど
苦
手
な
野
菜

も
、
給
食
で
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
給
食
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
種
類
豊
富
な
献
立

を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

おいしい学校給食

有
漢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
在
地　
有
漢
町
有
漢
３
３
６
５
‐
１

提
供
食
数　
３
５
２
食

提
供
場
所　
津
川
幼
稚
園
、
巨
瀬
幼
稚

園
、
津
川
小
学
校
、
巨
瀬
小
学
校
、
有

漢
東
小
学
校
、
有
漢
西
小
学
校
、
高
梁

東
中
学
校
、
有
漢
中
学
校

職
員
数　
所
長
１
人
／
栄
養
職
員
１
人

／
栄
養
士
１
人
／
給
食
調
理
員
10
人

川
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
在
地　
川
上
町
地
頭
１
３
６
６

提
供
食
数　
２
８
４
食

提
供
場
所　
川
上
こ
ど
も
園
、
備
中
保

育
園
、
川
上
小
学
校
、
富
家
小
学
校
、

川
上
中
学
校

職
員
数　
所
長
１
人
／
栄
養
教
諭
１
人

／
栄
養
士
１
人
／
給
食
調
理
員
12
人

川上学校給食センター
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次
期
総
合
計
画
の
策
定
へ
向
け
て

　
市
は
、
平
成
22
年
３
月
に
「
高
梁
市
新

総
合
計
画
」
を
策
定
し
、「
ひ
と
・
ま
ち
・

自
然
に
や
さ
し
い
高
梁
」
を
都
市
像
と
し

て
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
施
策
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
高
梁
市
新
総
合
計
画
の
計
画
期
間

が
令
和
元
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
に

当
た
り
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
将
来

に
希
望
を
持
ち
、
豊
か
で
活
力
あ
る
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た

な
総
合
計
画
の
策
定
へ
向
け
た
準
備
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
０
８

若
い
世
代
を
対
象
と
し
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

　
市
の
最
重
点
課
題
で
あ
り
、
施
策
横
断

的
な
対
策
が
必
要
な「
若
者
の
定
住
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
の
将
来
を
担
う
若
い
世

代
の
意
見
を
今
後
の
計
画
策
定
の
参
考
と

す
る
た
め
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
２

月
21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
高
梁
市
新
総
合
計
画
で
は
平
成
31
年
の

目
標
人
口
を
3
万
３
０
０
０
人
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
結
果
で

目
標
値
を
下
回
り
、
令
和
元（
平
成
31
）年

高
梁
市
の
人
口
動
向

市
民
の
皆
さ
ん
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施

　
総
合
計
画
の
策
定
や
進
行
管
理
に
お
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
市
民
１
０

０
０
人（
無
作
為
抽
出
）を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
秋
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
満
足
度
・
重
要
度
と
も
平
均

値
よ
り
高
い
項
目
は
「
ご
み
処
理
・
リ
サ

イ
ク
ル
」、「
文
化
財
の
保
護
」、「
消
防
、

救
急
体
制
の
整
備
」、「
上
水
道
・
下
水
道

の
整
備
」、「
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
」、

「
高
齢
者
へ
の
福
祉
対
策
」、「
障
が
い
者

へ
の
福
祉
対
策
」、「
学
校
教
育
環
境
の
整

備
」の
8
項
目
で
、重
点
的
に
維
持
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
分
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

「
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
」
の
項
目
で

は
、
市
民
満
足
度
が
大
き
く
向
上（
平
成

22
年
・
17
位
→
令
和
元
年
・
７
位
）し
て

お
り
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
満
足
度
が
平
均
値
よ
り
低
く
、

重
要
度
が
平
均
値
よ
り
高
い
項
目
は
「
地

域
医
療
体
制
の
充
実
」、「
災
害
な
ど
の
防

災
対
策
」、「
国
道
・
県
道
な
ど
幹
線
道
路

や
生
活
道
路
の
整
備
」、「
買
い
物
な
ど
消

費
生
活
の
便
利
さ
」、「
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
整
備
」、「
雇
用
の
場
の
確
保
」

の
6
項
目
で
あ
り
、
重
点
的
に
改
善
が
必

要
な
分
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
回
調
査（
平
成
26
年
）で
重
点
改
善
分

野
で
あ
っ
た
５
項
目
は
、
今
回
も
同
様
に

重
点
改
善
分
野
に
位
置
し
て
お
り
、
な
か

で
も
「
雇
用
の
確
保
」
は
前
回
調
査
に
続

い
て
最
も
市
民
の
改
善
ニ
ー
ズ
の
高
い
項

目
と
な
り
、
若
い
世
代
の
希
望
に
合
う
よ

う
な
働
く
場
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
前
回
調
査
時
は
重
点
維
持
分
野

だ
っ
た
「
防
災
対
策
」
が
重
点
改
善
分
野

に
移
動
す
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

背
景
に
は
、
市
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
」
に

よ
り
、
防
災
意
識
が
大
き
く
高
ま
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

10
月
１
日
時
点
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は

３
万
２
５
９
人
で
、
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
い
世
代
の

市
外
へ
の
流
出
が
続
い
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
定
住
対
策
は
引
き
続
き
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
若
い
世

代
の
男
女
19
人
が
参
加
し
、
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た

い
」
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
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次期総合計画の策定へ向けて

高
梁
市
総
合
政
策
審
議
会
の

委
員
を
募
集

　
令
和
２
年
度
に
次
期
総
合
計
画
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
広
く
意
見
を
聴
く
た
め

の
審
議
会
を
設
置
し
、
公
募
に
よ
る
委
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
の
概
要

役
割　
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
今
後
10
年

間
の
総
合
計
画
を
審
議
し
、
市
長
に
答
申

す
る

開
催
回
数　
令
和
2
年
度
内
に
4
回
程
度

委
員
構
成　
学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の

代
表
者
、
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
計
15
人

そ
の
他　
会
議
出
席
の
た
め
の
旅
費
と
報

酬
を
支
給

募
集
人
員　
２
人

応
募
資
格　
市
内
に
在
住
す
る
人

応
募
方
法　
指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
秘
書
広
報
課
、
各
地
域

局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る

か
、
秘
書
広
報
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
各
提
出
先
に
備
え
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間　
４
月
16
日（
木
）ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
15
日（
水
）ま
で
の

消
印
有
効
。

委
員
の
決
定

決
定
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

決
定
通
知　
５
月
上
旬
ま
で
に
応
募
者
全

員
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

郵
送
先　
〶
７
１
６
‐
８
５
０
１（
住
所

不
要
）高
梁
市
役
所
秘
書
広
報
課
企
画
係

市民ニーズマップ（令和元年秋に実施したアンケート結果より）

③重点維持分野
市民が重要と感じていて、満足
度が高く、政策的な成果が現れ
ている分野

①重点改善分野
市民が重要と感じているが、満
足度が低く、優先的に解決して
いく必要がある分野

②改善分野
市民の重要性の認識は平均以下
だが、満足度を高めていく必要
がある分野

④維持分野
市民の重要性の認識は平均以下
だが、満足度が高いため、満足
度を維持していく分野

高
　
←
　
重
要
度
　
→
　
低

高
　
←
　
重
要
度
　
→
　
低

高　←　満足度　→　低

高　←　満足度　→　低

防災対策

地域医療

道路網整備
公共交通

雇用対策買い物の便利さ消防救急

ごみ・リサイクル

文化財の保護

上下水道

子育て支援

高齢者福祉
障がい者福祉

学校教育

健康診査・健康教室
自然

情報化の整備

住宅

生涯学習
男女共同参画

全項目の平均

農林業振興
商工業振興
観光振興

公園緑地

行政情報提供

コミュニティ活動
市政への参加

スポーツ・リクリエーション

　
市
で
は
、
今
後
も
計
画
策
定
の
各
段
階

に
お
い
て
市
民
参
画
の
機
会
を
設
け
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
取
し
、
計

画
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
者
は
、「
市
街
地
で
の
住
宅
用
地

や
家
族
向
け
の
賃
貸
住
宅
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
へ
の
対
策
」
や
「
市
内
で
安
心
し

て
出
産
や
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
け
る
環

境
の
整
備
」、「
進
学
な
ど
で
市
外
へ
転
出

し
て
も
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に

す
る
た
め
の
環
境
整
備
や
情
報
発
信
」
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
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赤
木
五
郎
賞

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

功
績
を
た
た
え
ま
す 

保
健
医
療
・
福
祉
・
環
境
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
「
赤
木
五
郎
賞
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
故
赤あ
か
木ぎ

五ご

郎ろ
う
・
元
岡
山
大
学
学
長（
奥
万
田
町
出
身
）の
遺
族
か
ら
の
寄
付
を
も
と
に
募
金
を
設
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
表
彰
し
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
分
野

菅す
が
は
ら原 

英え
い
じ次

さ
ん（
川
上
診
療
所 
所
長
）

　
平
成
７
年
10
月
に
川
上
診
療
所
の
所

長
に
就
任
。
過
疎
化
と
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
地
域
の
実
情
か
ら
在
宅
医
療
に

取
り
組
ま
れ
、
医
療
・
介
護
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
独
自
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
地
域
住
民
に
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
医

療
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
住
民

の
医
療
に
対
す
る
満
足
度
を
高
め
る
と

と
も
に
、
中
山
間
地
域
医
療
の
先
進
例

と
し
て
多
方
面
で
評
価
さ
れ
る
な
ど
、

医
療
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
分
野

　
「
こ
だ
ま
の
集
い
作
業
所
」
の
開
設

時
に
指
導
員
と
し
て
携
わ
り
、
平
成
13

年
４
月
に
施
設
長
に
就
任
。
利
用
者
の

作
業
支
援
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
悩
み

の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
昼
夜
を
問
わ
ず

利
用
者
に
寄
り
添
う
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
合
っ
た
作
業
を
勧
め
る

な
ど
、
利
用
者
の
自
立
支
援
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
業
所
内
の
業
務
だ
け
で
な

く
、
市
内
事
業
所
や
大
学
で
の
利
用
者

の
業
務
確
保
に
も
奔
走
さ
れ
る
な
ど
、

精
神
保
健
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

福
祉
分
野

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

　

平
成
５
年
の
設
立
以
降
、「
地
域
に

密
着
し
た
福
祉
活
動
を
」
と
の
思
い
か

ら
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
配
食
や
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
手
作
り
弁
当
を

持
っ
て
の
定
期
訪
問
活
動
、
75
歳
以
上

の
１
人
暮
ら
し
へ
誕
生
月
に
花
の
鉢
を

届
け
る
友
愛
訪
問
活
動
な
ど
、
献
身
的

な
取
り
組
み
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
の
定
期
的
な
清
掃
や
お
し
め

た
た
み
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
長
年
に
わ

た
り
行
う
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

福
祉
分
野

　
平
成
13
年
12
月
に
成
羽
町
民
生
委
員

児
童
委
員
に
就
任
し
、
成
羽
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
を
歴

任
。
要
支
援
者
の
援
助
活
動
や
協
議
会

活
動
の
発
展
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
や
同
協
議
会
成
羽
支
会
支
会
長
を
務

め
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
や
組
織
活
動

の
活
性
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ

ピ
ネ
ス
た
か
は
し
会
理
事
長
と
し
て
、

精
神
障
が
い
者
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

会長

森
もりおか

岡 志
し の ぶ

乃婦さん

三み
む
ら村 

日ひ

で

こ
出
子
さ
ん（
御
前
町
）

石い
し
だ田 

清せ
い
じ
ゅ壽

さ
ん（
成
羽
町
下
原
）
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大
河
賞

地
域
の
産
業
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
「
大
河
賞
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
故
大お
お

河か
わ

寅と
ら

蔵ぞ
う

・
元
高
梁
町
長
の
遺
族
か
ら
の
寄
付
を
も
と
に
基
金
を
設
け
、
昭
和
40
年
か
ら
表
彰
し
て
い
ま
す
。

商
工
業
振
興
部
門

小こ
み
や
ま

見
山 

豊ゆ
た
か

さ
ん（
旭
町
）

　

高
梁
商
工
会
議
所
で
議
員
、
常
議

員
、
副
会
頭
を
務
め
ら
れ
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
支
援
や
後
継
者
育
成
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
ガ
ー
デ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
小
堀
遠
州
の
世
界
」

を
は
じ
め
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
地

域
振
興
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
一
社
）岡
山
県
自
動
車
整
備
振
興
会

高
梁
支
部
の
支
部
長
や
岡
山
県
自
動
車

整
備
商
工
組
合
の
副
理
事
長
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
自
動
車
整
備
業
界
の
育
成

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、（
公

社
）高
梁
法
人
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
、

税
務
行
政
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

功績・栄光をたたえます

商
工
業
振
興
部
門

芳ほ
う
れ
つ
し
ゅ
ぞ
う

烈
酒
造
株
式
会
社

　

大
正
７
年
に
創
業
。
代
表
銘
柄
の

「
櫻お

う

芳ほ
う

烈れ
つ

」
は
有
漢
町
だ
け
で
な
く
、

高
梁
市
を
代
表
す
る
銘
柄
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
流
の
技
術
を
も
っ
た
杜と

う

氏じ

が
、
岡
山
県
産
の
米
と
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊

富
に
含
ん
だ
有
漢
川
の
伏
流
水
で
お
酒

を
造
っ
て
お
り
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で

は
こ
れ
ま
で
に
金
賞
を
６
回
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
芳
烈
酒
造（
株
）の
酒
蔵
を
活

用
し
た
「
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト 

Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
in
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｎ
」
を
毎
年
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
農
業
振
興
部
門

農
事
組
合
法
人 

西に
し

山や
ま

維い

進し
ん

会か
い

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
担
い
手
の
確

保
な
ど
を
目
的
に
平
成
25
年
に
発
足
。

組
合
員
各
自
が
園
芸
部
門
の
経
営
を
し

な
が
ら
共
同
で
和
牛
放
牧
を
行
う
複
合

経
営
の
理
想
的
形
態
を
と
る
こ
と
で
、

耕
作
放
棄
地
や
獣
害
が
減
少
し
、
農
村

生
活
の
安
定
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
マ
ト
や
ブ
ド
ウ
の
作
業
を

受
託
す
る
新
規
事
業
を
開
始
し
た
こ
と

で
、
地
域
の
大
規
模
経
営
者
や
多
く
の

高
齢
農
家
の
作
業
労
働
が
軽
減
さ
れ
る

な
ど
、
経
営
の
継
続
や
担
い
手
不
足
解

消
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
地
域
農
業
の

安
定
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
梁
高
校

藤ふ
じ
い井 

皓こ
う
た太

さ
ん （
川
面
町
）

高
梁
城
南
高
校

宮み
や
な
が永 

昂た
か
と人

さ
ん（
高
倉
町
田
井
）

高
梁
日
新
高
校

伊い
と
う藤 

彩あ
や
の乃

さ
ん（
岡
山
市
）

宇
治
高
校

丸ま
る
や
ま山 

雅ま
さ
お生

さ
ん（
玉
川
町
玉
）

松
山
高
校

髙た
か
な
し梨 

真ま
し
ゅ
う柊

さ
ん（
成
羽
町
下
日
名
）

順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校

土ど

い井 

友ゆ

か

り
加
里
さ
ん（
奥
万
田
町
）

吉
備
国
際
大
学

小お
が
わ川 

光こ
う
じ司

さ
ん （
横
町
）

吉
備
国
際
大
学

韓ハ
ン  

贊チ
ャ
ン
ヒ熙

さ
ん（
韓
国
出
身
）

方
谷
賞

　
在
学
中
の
学
業
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流
な

ど
の
取
り
組
み
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
学

生
や
団
体
を
表
彰
す
る
方
谷
賞
の
受
賞
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

代表取締役社長

難
な ん ば

波 国
く に お

夫さん

理事

野
の む ら

村 幸
こういち

市さん

　
平
成
13
年
12
月
に
成
羽
町
民
生
委
員

児
童
委
員
に
就
任
し
、
成
羽
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
を
歴

任
。
要
支
援
者
の
援
助
活
動
や
協
議
会

活
動
の
発
展
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
や
同
協
議
会
成
羽
支
会
支
会
長
を
務

め
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
や
組
織
活
動

の
活
性
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ

ピ
ネ
ス
た
か
は
し
会
理
事
長
と
し
て
、

精
神
障
が
い
者
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。
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7. 職員手当の状況
(1) 期末・勤勉手当

区 分
支 給 割 合　（月分）
平成 30年度 令和元年度

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６ 月 期 1.225 0.90 1.30 0.925
12 月 期 1.375 0.95 1.30 0.975
計 2.60 1.85 2.60 1.90

※職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(2) 時間外勤務手当（平成 30年度）
支 給 総 額 166,907 千円
職員 1 人当たり支給年額 345千円

(3) 退職手当（平成 30年度普通会計）
区 分 支 給 割 合　（月分）

自 己 都 合 早 期・ 定 年
勤 続 20 年 19.66950 24.586875
勤 続 25 年 28.0395 33.27075
勤 続 35 年 39.7575 47.709
最 高 限 度 額 47.709 47.709
１人当たり平均支給額 422 千円 20,703 千円

※支給割合は岡山県市町村総合事務組合の規定による（市長・
副市長・教育長・特定任期付職員は除く）

(4) 特殊勤務手当（平成 30年度）
区 分 全 　 職 　 種
職員全体に占める手当支給職員の割合 27.2％
支給対象職員 1人当たり平均支給年額 358 千円
手 当 の 種 類（手 当 数） 14

代表的な手当の名称など 救急業務、清掃作業、社会福
祉事務、夜間看護業務

(5) その他（平成 30年度）
扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により扶養親族１人につき

月額 6,500 円～ 10,000 円
住居手当 借家などに限り月額最高 27,000 円

通勤手当
〈交通機関利用職員〉
６カ月定期相当額（支給限度額1月40,000円×６カ月）
〈交通用具使用職員〉
通勤距離を基礎に積算した額（支給限度額1月30,000円）

8. 特別職の報酬等の状況（令和元年度）
区 分 給 料・ 報 酬 月 額 期末・勤勉手当（月分）

６月期 12月期 計
市 長 830,000 円

1.925 1.925 3.85
副市長 670,000 円

教育長 600,000 円 2.225 2.275 4.50

区　分 給料・報酬月額 期 末 手 当（月分）
6月期 12月期 計

議　長 425,000 円

1.65 1.65 3.30副議長 357,000 円

議　員 342,000 円

３. 勤務時間その他の勤務条件の状況 
1. 職員の勤務時間（標準的なもの：月～金曜日）
勤 務 時 間 午前８時 30 分～午後５時 15 分
休 憩 時 間 正午～午後１時
1週間当たりの勤務時間 38時間 45分

2. 年次有給休暇の平均取得状況（令和元年）
平 均 取 得 日 数 9.0 日
取　 得　 率 24.1%

※取得率は、取得日数÷付与日数により算出

3.育児休業の取得状況（平成30年度）　　（単位：人）
区 分 育児休業取得者

（うち前年度からの取得者）
男 性 職 員 1（0）
女 性 職 員 22（10）

計 23（10）

４. 職員の分限および懲戒の状況 

1.分限処分の状況（平成30年度）　　　　（単位：人）
区 分 降任 休職 免職 計
勤務実績が良くない場合 - - - -
心身の故障の場合 - 4 - 4
職に必要な適格性を欠く場合 - - - -
刑事事件に関し起訴された場合 - - - -

計 - 4 - 4

2. 懲戒処分の状況（平成30年度）� （単位：人）

区 分 戒告 減給 停職 免職 計
被 処 分 者 数 2 ‐ - - 2
※再任用職員を除く

５. 早期退職募集制度に係る認定 
1. 令和元年度早期退職募集制度における
　�認定を受けた応募者数　　　　　　（単位：人）
応 募 者 数 2

2. 募集期間
令和元年６月５日～７月 12日

3. 応募対象職員
勤続 11年以上で、かつ 45歳以上の職員

4. 退職日
令和２年３月 31日

※高梁市職員の定年前に退職する意思を有する職員の募集等に
関する規則および令和元年度早期退職に係る募集実施要項に
より職員に周知・募集を実施。
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市職員の給与などの状況を公表します

1. 職員採用の状況（H30.4.2 ～ H31.4.1）　（単位：人）

区 　 　 分 採 用 退 職 計
一般行政職（保育士含む） 17 23 △ 6
技 能 労 務 職 0 0 0
教 育 職 4 5 △ 1
消 防 職 4 7 △ 3
医 療 職 2 5 △ 3
企 業 職 2 2 0

計 29 42 △ 13
※�採用には平成 31年４月１日採用、高梁地域事務組合および
　岡山県教育委員会との異動を伴うものを含む

2. 職員数の推移　　　　　　　　           （単位：人）

年　度 平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

職員数 659 647 641 635 644 645 654 641
対前年 △ 12 △ 12 △ 6 △ 6 9 1 9 △ 13
※地方公共団体定員管理調査より

3. 部門別職員数の状況　　　　　　　　   （単位：人）

部 門
職 員 数 対前年度

増減数
令和元年度の
主な増減理由平成

30年度
令和
元年度

一
般
行
政

議 会 5 5 0
総 務 106 101 △ 5 欠員不補充
税 務 18 18 0
農 水 35 31 △ 4 欠員不補充
商 工 8 7 △ 1 欠員不補充
土 木 35 40 5 体制強化
民 生 79 62 △ 17 組織の再編
衛 生 33 34 1 職員補充
小計（Ａ） 319 298 △ 21

特
別
行
政

教 育 100 115 15 組織の再編
消 防 69 67 △ 2 欠員不補充
小計（Ｂ） 169 182 13

普通会計（Ａ）＋（Ｂ） 488 480 △ 8
公
営
企
業
等
会
計

病 院 97 93 △ 4 欠員不補充
水 道 11 11 0
下水道 6 6 0
その他 52 51 △ 1 欠員不補充
小計（Ｃ） 166 161 △ 5

合 計
（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ） 654 641 △ 13

※�職員数は一般職に属する職員の数で、地方公務員の身分を保
有する休職者、派遣職員などを含む
※高梁地域事務組合派遣職員、岡山県農業共済組合派遣職員、再任
　用職員、非常勤嘱託職員および臨時職員は除く

4. 一般行政職の標準職務別職員数の状況 （H31.4.1）
区�分 主事

級
主任
級

係長
級

課長
補佐級

課長
級

次長
級

部長
級 計

職員数
（人） 78 20 87 56 40 5 11 297
構成比
（％） 26.3 6.7 29.3 18.8 13.5 1.7 3.7 100.0

※区分の欄は代表的な標準職務名（特定任期付職員を含む）

１. 職員の任免および職員数に関する状況

２. 職員の給与の状況 
1. 人件費の状況（平成 30 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（H31.3.31） 30,374 人
歳 出 額����������（Ａ） 27,212,672 千円
実 質 収 支 723,572千円
人 件 費����������（Ｂ） 3,934,819 千円
人 件 費 率���（Ｂ）／（Ａ） 14.5％
※人件費は、市長・議長などの給与・報酬を含む

2. 職員給与費の状況（令和元年度普通会計当初予算）
職 員 数　（Ａ） 498人

給
与
費

給 料 1,842,306 千円
職 員 手 当 314,662 千円
期 末・ 勤 勉 手 当 729,764千円

計 （Ｂ） 2,886,732 千円
1人当たりの給与費（Ｂ）／（Ａ） 5,797千円

※��職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手
当などの諸手当

3. 職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成 31 年給与実態調査）
区 分 平均給料月額 平 均 年 齢
一 般 行 政 職 327,400 円� 43.4 歳

4. 職員の初任給の状況（平成 31 年給与実態調査）
区 分 決定初任給 採用2年経過月給料額
一 般
行 政 職

大 学 卒 184,700 円 196,400 円
高 校 卒 148,600 円 157,000 円

5. 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 31 年給与実態調査）
区 分 経験年数（年以上～年未満）

7～ 10年 15～ 20年 25～ 30年
一 般
行政職

大 学 卒 236,400 円 306,400 円 383,700 円
高校卒 208,300 円 284,500 円 358,100 円

6. 一般行政職の給与水準

ラスパイレス
指数(※1)

H25.4.1
H25 年
参考
( ※ 2)

H25.10.1
(※ 3)

H26
年

H27
年

H28
年

H29
年

H30
年 R元年

104.3 96.3 100.0 97.2 98.0 97.7 97.5 98.3 98.2
※ 1�）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100と
して比較した指数　※ 2）国家公務員の時限的な（２年間）給
与改定特例法による措置がないとした場合　※ 3）給与減額措
置（H25.10.1 ～ H26.3.31）後の指数

　「高梁市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免と職員数、給与、勤務時
間その他条件、分限・懲戒処分の状況についてその概要を公表します。 問総務課☎ (21)０２０５

市職員の給与などの状況を公表します
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お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

市
役
所
休
日
窓
口
を
開
設

　
年
度
の
変
わ
り
目
は
市
役
所
の
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
こ
の
状
況
を
緩
和
す

る
た
め
、
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

開
庁
日
時　
３
月
29
日（
日
）午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
内
容　

住
民
異
動
届（
転
入
・
転

出
・
転
居
な
ど
）・
住
民
票
・
戸
籍
・
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
喪
失
手
続
き
、
国
民
年
金
の
手
続

き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、
所

得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
の
交
付
、
水
道

の
給
水
開
始
・
停
止
の
受
け
付
け

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
場
合
は

３
月
25
日（
水
）ま
で
に
市
民
課
へ
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
転
入
、
広
域
交
付

住
民
票
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
の
機
関
や
他
市
町
村
に
確
認
が
必
要

な
業
務
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２
／
税
務
課

☎（
21
）０
２
１
５
／
上
下
水
道
課
☎（
21
）

０
２
４
２

引
っ
越
し
を
し
た
ら

住
所
の
異
動
手
続
き
を

　
入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
で
住
所
を
異

動
す
る
人
は
、
市
区
町
村
の
窓
口
で
届
け

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
住
民
票
の
住
所

の
異
動
届（
転
出
届
・
転
入
届
・
転
居
届

な
ど
）は
、
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民

年
金
受
給
資
格
の
確
認
や
、
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な
手
続

き
で
す
。
ま
た
、
身
分
証
明
書
と
な
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
な
ど
は
正
し

い
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
届
け
出
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
、
被

保
険
者
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
や
印
鑑

の
ほ
か
、
手
続
き
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２
／
有
漢
地
域

局
☎（
57
）３
２
０
０
／
成
羽
地
域
局
☎（
42
）

３
２
１
１
／
川
上
地
域
局
☎（
48
）２
２
０
０

／
備
中
地
域
局
☎（
45
）２
２
１
１

高
梁
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員

選
挙
投
票
日
決
定

　
10
月
23
日（
金
）に
任
期
満
了
と
な
る
高

梁
市
長
、
高
梁
市
議
会
議
員
の
選
挙
期
日

が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日　
９
月
20
日（
日
）

投
票
日　
９
月
27
日（
日
）

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間　
午
前
7
時
～

午
後
6
時

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
21
）０
２
５
５

人
口
動
態
調
査
を
実
施

　

出
生
、
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た
場
合

や
、
婚
姻
、
離
婚
を
し
た
人
は
そ
れ
ぞ
れ

の
届
け
出
を
市
区
町
村
の
窓
口
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
５
年
ご
と
の
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
る
年
度
と
な
っ
て
お
り
、「
人

口
動
態
調
査（
職
業
・
産
業
）」
の
実
施
に

伴
い
各
届
出
書
に
職
業
の
記
入（
死
亡
届

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

開
館
時
間
が
変
更

　
４
月
１
日（
水
）か
ら
、
各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
成
羽
地
域
局
各
連
絡
所
お
よ
び

高
梁
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
開
館
時

間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
の
開
館
時
間　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

対
象
施
設　

①
津
川
、
川
面
、
巨
瀬
、
中
井
、
玉
川
、

宇
治
、
松
原
、
高
倉
、
落
合
地
域
の
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー

②
中
、
吹
屋
、
坂
本
地
区
の
成
羽
地
域
局

連
絡
所

③
高
梁
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

問
①
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）０
２

８
２
／
②
成
羽
地
域
局
☎（
42
）３
２
１
１

／
③
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

に
は
産
業
の
記
入
も
）を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情

報
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
届
け
出　
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
出

生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚

調
査
方
法　

各
届
書
を
提
出
す
る
と
き

に
、
職
業（
種
類
）を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
死
亡
届
の
場
合
に
は
、「
農
業
」「
建

設
業
」「
製
造
業
」「
不
動
産
業
」
と
い
っ
た

産
業
名
も
併
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２

転出前の市区町村で
転出届を提出し、転出証明
書を受け取る

転入先の市区町村で
転入した日から 14 日以内
に転入届を提出（転出証明書
を添えて）
※�マイナンバーカードでの
転出・転入もできます。

同一の市区町村内で転居する場
合は 14日以内に転居届を提出

14Ｒ2 (2020) ３月



お知らせ

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の
廃
止
に
つ

い
て（
有
漢
・
川
上
地
域
）

　
防
災
ラ
ジ
オ
導
入
に
伴
い
、
有
漢
・
川

上
地
域
の
防
災
行
政
無
線
を
３
月
31
日

（
火
）で
廃
止
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
防
災
行
政
無
線

の
戸
別
受
信
機
な
ど
は
、
各
戸
で
取
り
外

し
、
不
燃
物
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
な
ど
の
申
告
期
限
・
納

付
期
限
が
４
月
16
日
ま
で
延
長

　
所
得
税
、
贈
与
税
お
よ
び
個
人
事
業
者

の
消
費
税
な
ど
の
申
告
期
限
・
納
付
期
限

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
申
告
会
場

の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
市
内
で
の
申
告
相

談
を
次
の
期
間
ま
で
延
長
し
て
開
催
し
ま

す
。

期
間　
３
月
17
日（
火
）～
４
月
16
日（
木
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
４

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
所
得
税
、
贈
与
税
お
よ
び

個
人
事
業
者
の
消
費
税
な
ど
の
申
告
期

限
・
納
付
期
限
が
４
月
16
日（
木
）ま
で
延

長
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
署
で
の
申
告
相
談
も
同
じ

く
４
月
16
日
ま
で
延
長
し
て
行
い
ま
す
。

問
高
梁
税
務
署
☎（
22
）２
５
４
６

申
告
相
談
期
間
を
延
長

自
主
防
災
組
織
の
設
立
支
援
等

モ
デ
ル
地
区
募
集

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
自
主
防
災
組
織

の
設
立
を
検
討
し
て
い
る
地
区
や
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
立
ち
上
げ
後
で
活
動
に

支
援
が
必
要
な
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
選
定
し
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
・
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

応
募
資
格　
原
則
と
し
て
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
以
上
で
、
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
地
区
、
ま
た
は

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
て
い
る
団
体

応
募
方
法　
応
募
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
４
月
15
日（
水
）ま
で
に
防
災
復
興

推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書

類
は
防
災
復
興
推
進
課
に
備
え
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
の
選
定　
応
募
書
類
を
も
と

に
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
し
、
５
月
ご
ろ
に

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

問
防
災
復
興
推
進
課

☎（
21
）０
２
４
６

産
前
産
後
期
間
は
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間（
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ

月
間
）

※
妊
娠
85
日（
４
カ
月
）以
上
の
出
産
が
対

象（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）

対
象　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

申
請
方
法　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

ら
申
請
が
で
き
ま
す
。
市
民
課
、
ま
た
は

各
地
域
局
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
年
金
事
務
所
、
市
民
課
、

各
地
域
局
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
☎

（
21
）０
５
７
０
／
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２

　
な
お
、
令
和
２
年
度
の
防
災
ラ
ジ
オ
貸

与
申
請
に
つ
い
て
は
、
広
報
た
か
は
し
４

月
号
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
防
災
復
興
推
進
課
☎（
21
）０
２
４
６

感
染
症
対
策
の
影
響
で
中
止
・

延
期
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

中
学
・
高
校
生
向
け
市
内
企
業
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー　
３
月
27
日（
金
）　
→
中
止

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

井
上
由
美
子
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
高
梁
カ

ラ
オ
ケ
う
た
自
慢　
３
月
15
日（
日
）→
６

月
20
日（
土
）に
延
期

問
同
実
行
委
員
会
☎
０
６（
４
３
０
９
）

６
１
５
８

旧
吹
屋
小
学
校
校
舎
保
存
修
理
現
場
公
開

（
第
６
回
）　
３
月
20
日（
金
）→
中
止

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト（
高
梁
高
校
吹

奏
楽
部
・
コ
ー
ラ
ス
部
・
ダ
ン
ス
部
）　

３
月
21
日（
土
）→
中
止

問
高
梁
高
校

☎（
22
）３
０
４
７

イベントなど
中止のお知らせ

高梁市の市外局番は「0866」です15 Ｒ2 (2020) ３月



お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

認
定
農
業
者
等
育
成
支
援
事
業

　
農
業
の
経
営
基
盤
強
化
を
目
的
と
し
た

農
業
用
機
械
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農

者
、
集
落
営
農
組
織
、
農
業
関
係
法
人
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体

補
助
率
お
よ
び
上
限
額

団
体　
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
で
１
団

体
１
０
０
万
円
ま
で
／
年
度

個
人　
事
業
費
の
６
分
の
１
以
内
で
１
人

30
万
円
ま
で
／
年
度

補
助
対
象
事
業

　
自
ら
使
用
す
る
も
の
や
農
作
業
受
託
に

使
用
す
る
農
業
用
機
械
の
う
ち
、
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
も
の

①
１
品
目
あ
た
り
10
万
円
以
上
の
も
の
で
、

法
定
耐
用
年
数
が
４
年
以
上
の
も
の（
中
古

品
を
認
め
る
／
消
費
税
は
含
ま
な
い
）

②
補
助
対
象
者
の
事
業
に
関
連
し
た
も
の

③
農
作
業
以
外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が

高
い
も
の
や
直
接
労
力
軽
減
に
つ
な
が
ら

な
い
も
の
は
除
く（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業

用
倉
庫
な
ど
）

申
し
込
み　
４
月
１
日（
水
）～
４
月
30
日

（
木
）に
農
林
課
へ

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
」「
ト
マ
ト
」

「
桃
」
の
栽
培
技
術
講
習
会

　
「
定
年
後
に
本
格
的
に
農
業
を
や
っ
て

み
た
い
」「
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
り
技
術

を
身
に
付
け
て
お
き
た
い
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
栽
培
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
人
や
農

業
を
始
め
て
間
も
な
い
人
を
対
象
と
し
た

技
術
講
習
会
で
す
。
実
際
の
ほ
場
で
、
作

物
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
た
栽
培
管
理
方

法
、
収
穫
、
出
荷
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
の

就
農
を
希
望
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
人

①
出
荷
を
目
標
と
し
て
農
業
経
営
に
取
り

組
む
人

②
新
た
に
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
、
ト
マ
ト
、

ま
た
は
桃
の
栽
培
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

③
基
礎
技
術
の
習
得
を
希
望
す
る
、
栽
培

を
始
め
て
お
お
む
ね
３
年
目（
桃
は
５
年

目
）ま
で
の
人

④
市
内
農
家
へ
の
作
業
支
援
を
希
望
し
、

基
礎
技
術
を
習
得
し
た
い
人

※
家
庭
菜
園
や
家
庭
果
樹
園
を
対
象
に
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
講
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
１
日（
水
）～
４
月
15
日

（
水
）に
農
林
課
へ

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
、
開
催
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

スクール名 ニューピオーネ
スクール トマトスクール ピーチスクール

講習場所 川上町領家地内

研修期間 ５月上旬～
令和３年２月上旬 ４月下旬～９月下旬 ５月中旬～

令和３年２月中旬

回 数 全 10回程度 全６回程度 全７回程度

研修概要 各回半日程度の実習と講習

講習内容 枝管理、房づくり、収
穫、土づくり、剪定など

定植、葉かき、誘引、
収穫、土づくりなど

枝管理、摘果、袋か
け、収穫、剪定など

定 員 30人 15人 10人

【おわびと訂正】２月号 16 ページに誤りがありました。おわびして訂正します。
「市の施設などの利用料を改定　高梁自然公園・高梁美しい森キャンプ場　テントサイト料金」
誤…500 円　 正…１泊２日 1,000 円／デイキャンプ 500 円

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
活
動
団
体
や
地
域
団
体
が
自

主
的
・
主
体
的
に
企
画
・
実
施
す
る
公
共

の
利
益
に
つ
な
が
る
事
業
を
公
募
し
、
採

択
さ
れ
た
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
７
日

（
木
）

募
集
テ
ー
マ　
市
が
指
定
す
る
テ
ー
マ
お

よ
び
自
由
テ
ー
マ

※
本
事
業
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
成

立
を
前
提
と
す
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
採
択
事
業
の
成
果
報
告
会

日
時　
４
月
24
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎（
21
）０
２
８
２

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業

平成30年度の採択事業で「福
地を良くする会」が製作した
ホタル型防犯灯

16Ｒ2 (2020) ３月



お知らせ

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

手
続
き
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎
年
4
月

1
日
時
点
で
所
有
し
て
い
る
車
両
に
対
し

て
年
税
額
を
課
税
し
ま
す
。

　
高
梁
市
ナ
ン
バ
ー
の
原
動
機
付
自
転
車

や
小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
の
登
録
・
廃

車
・
名
義
変
更
な
ど
は
税
務
課
、
各
地
域

局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
関
す
る
注
意

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗
難
・
紛
失
な

ど
で
手
元
に
な
い
場
合
は
税
務
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
返
納
せ
ず
に
廃
車
す
る
場
合
、
申
立
書

の
提
出
と
市
の
現
地
確
認
が
必
要
で
す
）

②
車
両
を
買
い
替
え
た
場
合
、
前
の
車
両

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
替
え
て
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
廃
車
手
続

き
と
新
し
い
車
両
の
登
録
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て

い
て
も
、
公
道
を
走
行
す
る
た
め
に
は
道

路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
に
つ
い
て

　
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
用
車
両
や

そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車
に
は
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
公
道
を
走
行
で

き
な
い（
田
畑
で
し
か
使
用
し
な
い
）農
耕

用
車
両
も
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
車
両
を
取
得
、
ま
た
は
現
在

所
有
し
て
い
る
車
両
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
付
い
て
い
な
い
場
合
は
、
軽
自
動
車

税
の
申
告
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
車
両
は
高
梁
市
で
登
録
・
廃
車
な

ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
担
当
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車　
軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所

☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
０
８
４

軽
二
輪
車
・
二
輪
小
型
自
動
車　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
７
２

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
４

農耕作業用車両
（乗用）

その他の
小型特殊自動車

長さ 制限なし 4.7m 以下
幅 制限なし 1.7m 以下
高さ 制限なし 2.8m 以下
最高速度 35Km/h 未満 15Km/h 以下
総排気量 制限なし

種類
・トラクター
・コンバイン
・田植機など

・フォークリフト
・運搬車
・タイヤローラーなど

年税額 ２４００円 ５９００円

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

期
間　
４
月
１
日（
水
）～
４
月
30
日（
木
）

（
閉
庁
日
を
除
く
）

場
所　
税
務
課
、
各
地
域
局

縦
覧
で
き
る
人　
固
定
資
産
税（
土
地
・

家
屋
）の
納
税
者
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
な
ど

必
要
な
も
の　
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
算
定
の
基

礎
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
は
、

４
月
中
旬
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
６

国
税
専
門
官
募
集

受
験
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
卒
業
者
お
よ
び
令
和
３
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

③
人
事
院
が
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

受
験
申
し
込
み　
３
月
27
日（
金
）午
前
９

時
～
４
月
８
日（
水
）に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
３
月
27
日（
金
）～
３
月

30
日（
月
）に
第
１
次
試
験
地
に
対
応
す
る

国
税
局
へ
受
験
申
込
書
を
郵
送
、
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
３
月
30
日
の
消

印
有
効
）

１
次
試
験
日
・
場
所　
６
月
７
日（
日
）・

岡
山
市
な
ど

１
次
試
験
合
格
者
発
表　
６
月
30
日（
火
）

２
次
試
験
日
・
場
所　
７
月
中
旬
・
広
島
市

２
次
試
験
合
格
者
発
表　
８
月
18
日（
火
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１
／
高
梁
税

務
署
☎（
22
）２
５
４
６

中
国
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

温
か
い
気
候
と
な
り
、
魚
釣
り
な
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
へ
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
魚
釣
り
を
す
る
と
き

に
、
釣
り
竿
が
電
線
に
触
れ
る
と
電
気
を

通
し
て
感
電
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
特

に
カ
ー
ボ
ン
製
の
釣
り
竿
は
、
電
線
に
近

づ
け
た
だ
け
で
感
電
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
魚
釣
り
は
電
線
の
な
い
所
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

問
中
国
電
力（
株
）

☎
０
１
２
０
‐
４
１
３
‐
８
２
６

※従前の「軽自動車税」は「軽自動車税（種別割）」
に名称変更されました。

高梁市の市外局番は「0866」です17 Ｒ2 (2020) ３月



消
防
署
だ
よ
り

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

注射済票

陸
海
空
自
衛
官
募
集

募
集
種
目　
①
一
般
幹
部
候
補
生　
②
一

般
曹
候
補
生　
③
自
衛
官
候
補
生　
④
予

備
自
衛
官
補

受
験
資
格　
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大

学
卒
業
者（
見
込
み
含
む
）　
②
③
18
歳
以

上
33
歳
未
満　
④
18
歳
以
上
34
歳
未
満

受
付
期
間　
①
５
月
１
日（
金
）ま
で　
②

５
月
15
日（
金
）ま
で　
③
随
時　
④
４
月

10
日（
金
）ま
で

試
験
日　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地

域
事
務
所
☎（
22
）２
３
１
４

狂
犬
病
予
防
注
射
は
年
１
回

　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
市
内
各
所
で
行
い

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。
会
場
や
日
程
は
町
内
回
覧
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
、
登
録
し
て

い
る
人
に
は
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
外
の
動
物
病
院
な
ど
で
注
射

を
受
け
た
場
合
は
、
獣
医
師
か
ら
発
行
さ

れ
た
注
射
済
証
明
書
を
市
役
所
か
各
地
域

局
へ
提
出
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け

る
ま
で
が
飼
い
主
の
法
的
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
犬
・
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
が
市
へ
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
て
の
人
が
動
物
好
き
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
一
人
一
人
が
飼
育
マ
ナ
ー
を
守

り
、
人
と
動
物
が
住
み
や
す
い
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
餌
や
り
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。
飼
う
覚
悟
が
な
い
無
責
任
な
餌

や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
交
通
事
故
や
感
染
症
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
に
も
、
猫
は
で
き
る
限
り

室
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
猫
に
は
首
輪
や
迷
子
札
を
付
け
、

保
護
さ
れ
た
と
き
な
ど
に
飼
い
主
が
す
ぐ

分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
犬
の
放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
装
着
し
な

い
散
歩
は
周
囲
の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
人
を
噛
む
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
放
し
飼
い
を
せ
ず
、

散
歩
の
と
き
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は
、
責
任
を
も
っ

て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
猫
の
ふ
ん
尿
に

つ
い
て
も
自
宅
で
排
泄
す
る
習
慣
を
つ

け
、
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

し
て
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
犬
や
猫
を
飼
う
と
き
は
終
生
飼
育
す
る

と
い
う
責
任
を
持
ち
、
繁
殖
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
避
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課

☎（
21
）０
２
５
９

市
が
実
施
す
る
狂
犬
病
予
防
注
射
の
料
金

３
０
５
０
円（
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円
を
含
む
）

※
未
登
録
の
場
合
は
右
の
料
金
に
加
え
て

登
録
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

消
防
団
活
動
に
協
力
的
な

事
業
所
へ
表
示
証
を
交
付

　
消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
に
「
高
梁
市
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
示
証
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
事
業
所
の
協
力
で

地
域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
分
は
、（
福
）旭
川
荘
望
の

丘
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
川
上
工
業（
株
）、

岸
本
精
密
発
條（
株
）岡
山
工
場
、（
有
）光

土
水
、（
株
）佐
野
組
、（
株
）タ
イ
ガ
ー
マ

シ
ン
製
作
所
、
滝
口
建
設
工
業（
株
）、
成

羽
運
送（
株
）、
備
北
信
用
金
庫
の
９
事
業

所
に
表
示
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課
☎（
21
）０
１
２
２
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お知らせ

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

岡
山
県
少
年
女
性
防
火
委
員
会
会
長
表
彰

２
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
２
件（
前
月
か
ら
２
件
増
）

救
急　
１
５
２
件（
前
月
か
ら
14
件
減
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

　
６
０
０
Ｌ
の
水
タ
ン
ク
や
泡
消
火
設
備

（
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）を
備

え
、
浸
透
性
が
高

い
泡
放
水
で
効
率

的
な
消
火
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き

る
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
新
た
に
配

備
し
ま
し
た
。

問
消
防
本
部
警
防
課
☎（
21
）０
１
２
４

　
２
月
13
日
に
行
わ
れ
た
令
和
元
年
度
岡

山
県
少
年
女
性
防
火
委
員
会
表
彰
式
に
お

い
て
、
三
沢
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ（
川
上
町

三
沢
）へ
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
消
防
に
多
大
な
功
労
が

あ
り
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
少
年
・

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
女
性（
婦
人
）防
火
ク

ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
指
導
者
な
ど
へ

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

日
時　
４
月
20
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム

対
象　
４
月
か
ら
市
内
企
業（
自
営
業
を

含
む
）や
官
公
庁
な
ど
に
勤
め
る
新
規
学

卒
者

申
し
込
み　
該
当
者
が
い
る
事
業
者
は
３

月
30
日（
月
）ま
で
に
産
業
観
光
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会

お
知
ら
せ

　
「
広
報
た
か
は
し
」
に
掲
載
す
る
民
間

か
ら
の
有
料
広
告
に
つ
い
て
、
随
時
申
し

込
み（
先
着
順
）を
受
け
付
け
ま
す
。

掲
載
料　
１
号
あ
た
り
１
万
円
／
枠

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
秘
書
広
報
課
へ

※
掲
載
に
関
す
る
条
件
な
ど
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
報
課

☎（
21
）０
２
１
０

「
広
報
た
か
は
し
」
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集（
随
時
）

　
将
来
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
学
金
の
貸
し
付

け
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
本
籍
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
申

請
時
か
ら
引
き
続
き
５
年
以
上
住
所
を
有

す
る
人
で
、
高
校
生
か
大
学
な
ど
に
在
学

す
る
学
生

②
品
行
方
正
で
学
業
成
績
優
秀
な
人

③
身
体
、
精
神
と
も
に
健
全
で
、
成
業
の

見
込
み
の
あ
る
人

申
請
期
間　
４
月
１
日（
水
）～
４
月
30
日（
木
）

申
請
方
法　
奨
学
金
借
入
申
請
書
に
次
の

書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
学
校
長
の
推
薦
書（
新
１
年
生
は
出
身

校
、
そ
の
ほ
か
の
学
年
は
在
学
校
の
も

の
）　

②
住
民
票　

③
入
学
許
可
証
の
写

し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書　
④
同
一
生
計

世
帯
員
の
令
和
元
年
分
の
源
泉
徴
収
票
お

よ
び
確
定
申
告
を
し
た
人
は
確
定
申
告
書

の
写
し

※
申
請
書
は
、
教
育
総
務
課
、
各
地
域
局

に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

貸
付
月
額　
高
校
生
１
万
８
０
０
０
円
／

奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

大
学
等
学
生
４
万
４
０
０
０
円（
無
利
子
）

貸
し
付
け
の
決
定　
５
月
下
旬
に
審
査
し

決
定
し
ま
す
。（
審
査
基
準
は
世
帯
所
得
、

学
業
成
績
な
ど
）

貸
付
期
間　
貸
し
付
け
決
定
年
度
の
４
月

か
ら
当
該
学
校
卒
業
の
月
ま
で

募
集
定
員　
高
校
生
３
人
以
内
／
大
学
等

学
生
５
人
以
内

奨
学
金
の
返
還　
卒
業
後
満
１
年
を
経
過

し
た
翌
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
３

倍
に
相
当
す
る
期
間
中
に
返
還

奨
学
金
返
還
免
除
制
度

　
こ
の
奨
学
金
に
は
、
要
件
を
満
た
し
た

人
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
返
還
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
奨
学
金
返

還
中
の
人

①
平
成
30
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に

住
所
を
有
し
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

②
奨
学
金
返
還
の
滞
納
が
な
く
、
市
税
な

ど
を
完
納
し
て
い
る
人

免
除
額　
奨
学
金
貸
付
額
の
12
分
の
１
を

上
限
と
し
て
、
毎
年
度
決
定
し
ま
す
。

免
除
期
間　
４
月
か
ら
12
カ
月
間

申
請
期
間　
４
月
30
日（
木
）ま
で

※
免
除
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

問
教
育
総
務
課

☎（
21
）１
５
０
０
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お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

４
月
か
ら
特
別
弔
慰
金
の

請
求
受
付
を
開
始

　
国
が
弔
慰
を
表
す
る
た
め
、
第
11
回
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象　
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で

生
存
し
て
い
る
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
遺
族
１
人

①
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人　
②
戦
没
者
な
ど

の
子　
③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹（
孫
や
兄
弟
姉
妹
は
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
出
生
し
て
い
る
こ

と
）　

④
前
述
の
①
～
③
以
外
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
な
ど
）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

運
動
期
間　
４
月
６
日（
月
）～
４
月
15
日

（
水
）

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日　
４
月
10

日（
金
）

　
自
動
車
な
ど
を
運
転
す
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
全
て
の
人
が
交
通
事
故
を
起
こ
さ

ず
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
安
全
な

行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
高
梁
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
市
民

課
）☎（
21
）０
２
５
４

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
か
ら
前
１
年
間

以
上
生
計
関
係
を
有
す
る
人
に
限
る
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円（
５
年
償
還
）

受
け
付
け　
４
月
１
日（
水
）～
令
和
５
年

３
月
31
日（
金
）に
福
祉
課
、
ま
た
は
各
地

域
局
へ

用
意
す
る
も
の　
本
人
確
認
書
類（
免
許

証
な
ど
）、
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
６
５

第
13
回
議
会
報
告
会

　
市
議
会
に
お
け
る
議
案
の
審
議
経
過
や

結
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
市
政
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
懇

談
会
で
す
。

開
催
日
時
・
場
所

４
月
20
日（
月
）午
後
７
時
～
・
高
梁
総
合

文
化
会
館（
市
内
全
地
域
対
象
）

４
月
21
日（
火
）午
後
７
時
～
・
川
上
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー（
川
上
地
域
対
象
）

意
見
交
換
の
テ
ー
マ　
「
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と
」

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、日
程
が
変
更・中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。変
更・中
止
す
る
場
合
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

☎（
21
）０
２
７
７

「
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」

参
加
者
募
集

　
中
学
・
高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
全

国
物
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
第
１
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
理
論
問
題
と
実

験
課
題
レ
ポ
ー
ト
に
挑
戦
し
、
第
２
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
は
第
１
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
勝
ち
上

が
っ
た
約
１
０
０
人
が
８
月
19
日（
水
）～

８
月
22
日（
土
）の
合
宿
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第
１
チ
ャ
レ
ン
ジ
申
し
込
み　
４
月
１
日

（
水
）～
５
月
31
日（
日
）に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の

場
合
は
５
月
18
日（
月
）ま
で
）

実
験
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ　

「
鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
金
属

の
比
熱
を
測
っ
て
み
よ
う
」

問
岡
山
県
産
業
企
画
課

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
３
６
４

新
学
期
に
お
け
る
少
年
の

非
行
・
犯
罪
被
害
防
止

　
進
級
や
進
学
、
就
職
を
控
え
た
こ
の
時

期
は
、
将
来
に
対
す
る
不
安
や
周
囲
の
環

境
の
変
化
な
ど
か
ら
少
年
の
規
範
意
識
が

低
下
し
、
万
引
き
や
自
転
車
盗
な
ど
の
初

発
型
非
行
に
走
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
言
動
や

態
度
な
ど
に
目
配
り
を
し
、
親
子
で
よ
く

話
し
合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
に
悪
い
こ
と

を
し
な
い
よ
う
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
進
学
な
ど
に
合
わ
せ
て
子
ど
も

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
い
与
え
る
と
き

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ペ

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
な
ど
を

利
用
し
て
、
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
岡
山
県
警
察
本
部
少
年
課

☎
０
８
６（
２
３
４
）０
１
１
０

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
献
体
と
は
、
自
ら
の
意
志
で
死
後
の
自

分
の
身
体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の
た

め
に
大
学
へ
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
献
体
に
は
家
族
や
親
戚
の
同
意
が
必
要

で
す
の
で
、
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
信
頼
で
き
る
医
師
・
医
療
従
事

者
を
育
て
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
岡
山
大
学
医
学
部
内
と
も
し
び
会

☎
０
８
６（
２
３
５
）７
０
９
２

健
康
・
福
祉

20Ｒ2 (2020) ３月
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ン
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種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

３日（金） 午前９時～正午 備中総合センター

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００

６日（月） 午前９時～正午 高梁市コミュニティプラザ

９日（木） 午前９時～正午 有漢農業構造改善センター

９日（木） 午前９時～正午 成羽文化センター

９日（木） 午前９時～正午 川上総合学習センター

なやみごと相談

３日（金） 午前９時～正午 備中総合センター

岡山地方法務局高梁支局
☎(22)２３１８

７日（火） 午前９時～正午 市役所４階会議室１

９日（木） 午前９時～正午 有漢農業構造改善センター

９日（木） 午前９時～正午 川上総合学習センター

28日（火） 午前９時～正午 宇治総合会館

法律相談（要予約） ８日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・４ 市民課☎(21)０２５４

司法書士相談
10日（金） 午前10時～正午 市役所４階会議室１ 岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区

☎（22）７９０６15日（水） 午後１時～４時 ポルカ１階ポルカプラザ

相談（４月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム「もうすぐ子どもの日」
（要予約） 24日（金）午前10時～11時30分

子育て支援センター�
“ゆう・ゆうひろば” 子育て支援センター

☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム 10日・17日（金）午前10時～正午

家庭相談 ９日・23日（木）午前10時～午後４時

さてらいとひろば“ゆう・ゆう”

15日（水）午前10時～11時30分 ポルカ市民交流コーナー

16日（木）午前10時～11時30分 川上保健センター

21日（火）午前10時～11時30分 落合ふれあい公園

育児・プレママ相談
16日（木）午前10時～10時30分（受付）成羽文化センター

健康づくり課
☎（21）０２２８22日（水）午前10時～11時（受付） 子育て支援センター

ちびっこ広場 16日（木）午前10時～11時30分 成羽文化センター

病態栄養相談（要予約） ９日（木）午前10時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約） ９日（木）午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 未定
（日時についてはお問い合わせください）

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約）
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
28日（火）午後１時～２時

子育て支援・健康相談（４月）

種別 対象（生年月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査
令和元年6月～7月・11月～12月 ８日（水）

午後０時30分
～

１時30分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

令和元年5～6月・10月～11月 24日（金）

成羽福祉センター1歳６カ月児健康診査 平成30年8月～9月 24日（金）

２歳６カ月児健康診査 平成29年10月～11月 24日（金）

３歳６カ月児健康診査 平成28年９月～10月
15日（水） 高梁保健センター

24日（金） 成羽福祉センター

子どもの健診（４月）

高梁市の市外局番は「0866」です21 Ｒ2 (2020) ３月
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わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21

参
加
団
体
募
集

　
６
月
に
栄
町
で
開
催
予
定
の
「
わ
く
わ

く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
」
の
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格　
子
育
て
や
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
応
援
し
て
い
る
市
内
の
団
体

申
し
込
み　
４
月
３
日（
金
）ま
で
に
実
行

委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
令
和
元
年
度
に
参
加
し
た
団
体
へ
は
別

途
ご
案
内
し
ま
す
。

問
わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
実
行
委

員
会（
こ
ど
も
未
来
課
）☎（
21
）０
２
８
８

高
梁
市
栄
養
教
室

　
栄
養
・
運
動
・
休
養
な
ど
、
健
康
に
つ

い
て
の
知
識
を
増
や
し
、
お
い
し
く
て
健

康
に
良
い
食
事
作
り
や
市
内
飲
食
店
の
調

理
師
の
技
術
を
学
ぶ
栄
養
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
男
性
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

実
施
期
間　
６
月
～
令
和
３
年
３
月（
月

１
回
・
全
10
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
①
成
美
集
会
所（
第
１
水
曜
日
）

②
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー（
第
２
火
曜
日
）

※
月
に
よ
っ
て
日
に
ち
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

　
毎
年
４
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
厚

生
労
働
省
で
は
、
４
月
２
日（
木
）～
４
月

８
日（
水
）を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と

し
、
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
誰

も
が
個
人
と
し
て
等
し
く
尊
重
さ
れ
、
共

に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
８
４

交
通
事
故
な
ど
で
受
診
し
た

と
き
は

　
交
通
事
故
、
飲
食
店
で
の
食
中
毒
、
傷

害
、
他
家
の
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
と
き
な

ど
、
自
分
以
外
の
第
三
者
の
行
為
に
よ
る

け
が
や
病
気
で
医
療
機
関
な
ど
に
か
か
る

際
の
治
療
費
は
第
三
者（
加
害
者
）が
支
払

う
の
が
原
則
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
場
合
に
、
国
民
健
康
保
険
、

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
証

を
使
っ
て
受
診
し
た
と
き
は
、「
第
三
者

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
医
療
連
携
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
傷
病
届
は
、

か
か
っ
た
医
療
費
を
第
三
者
に
請
求
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　
第
三
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り

示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
前
に
、
ま
ず
は

医
療
連
携
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

①
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る

②
同
一
負
傷
で
医
療
機
関
と
重
複
受
診
を

し
な
い

③
療
養
費
支
給
申
請
書
は
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
か
ら
署
名
す
る

④
領
収
書
を
受
け
取
り
、
保
管
す
る

　
国
民
健
康
保
険
の
使
え
る
範
囲
を
正
し

く
理
解
し
、
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が
医

療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
施
術

を
受
け
た
人
に
施
術
内
容
な
ど
を
確
認
す

　
整
骨
院
や
接
骨
院
に
か
か
る
場
合
、
国

民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

整
骨
院
・
接
骨
院
の
か
か
り
方

国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
　
外
傷
性
が

明
ら
か
な
ケ
ガ
な
ど
原
因
の
あ
る
痛
み

打
撲
／
ね
ん
ざ
／
骨
折
・
脱
臼
（
応
急
手
当

を
除
き
、
医
師
の
同
意
が
必
要
）

国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

病
気
（
内
科
的
疾
患
）
や
原
因
不
明
の
痛
み

／
疲
労
性
・
慢
性
的
な
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

／
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
／
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
筋
肉
疲
労
／
医
療
機
関
な
ど
で
治

療
を
受
け
て
い
る
同
一
負
傷
／
仕
事
中
や
通

勤
途
上
に
起
き
た
負
傷
（
労
災
保
険
適
用
）

健
康
・
福
祉

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
医
療
連
携
課

☎（
21
）０
２
５
８

子
育
て

対
象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
、
こ

れ
ま
で
に
栄
養
教
室
を
修
了
し
た
こ
と
が

な
い
人（
平
成
27
年
度
以
前
に
修
了
し
た

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

内
容　
講
話
と
調
理
実
習

持
参
す
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費　
各
回
３
０
０
円（
食
材
費
）

申
し
込
み　
４
月
24
日（
金
）ま
で
に
健
康

づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
地
域
局
へ

※
修
了
者
は
、
地
域
で
栄
養
委
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
21
）０
２
６
７

22Ｒ2 (2020) ３月
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プレナスチャレンジリーグW
ウ エ ス ト

EST開幕戦・ホーム開幕戦
① 日時　４月５日 (日 ) 午後１時キックオフ
　 場所　美作ラグビー・サッカー場
　 対戦相手　岡山湯郷ベル

② 日時　４月 12日 ( 日 ) 午後１時キックオフ
　 場所　シャルムスタジアム
　 対戦相手　スペランツァ大阪高槻

吉備国際大学
シャルム岡山高梁

太
おお

田
た

真
しん

司
じ

新監督
　今年こそなでしこリーグに返り咲
くために、シャルムに関わる全ての
皆さんへの「リスペクト」を持ち、
シャルムらしくひたむきに戦い、地
域に笑顔と明日への活力をもたらす
よう、チーム一丸となって勝利を目
指していきます！

森
もり

田
た

真
ま

弥
み

 キャプテン
　今シーズン、キャプテンを務めさ
せていただきます。１戦１戦を全力
で戦い抜き、応援、ご支援してくだ
さる皆さんへの感謝を、良い結果と
強くなった姿で伝えたいと思いま
す。精一杯頑張りますので、応援を
よろしくお願いします。

阿
あ

部
べ

楓
ふう

子
こ

 副キャプテン
　シャルムらしさを試合で見せるこ
とができるように、その中でも自分
らしさを出すことができるように、
自分に出来ることをやり続けていき
たいと思います。応援してくださっ
ている皆さんと歓喜を共にするため
に、勝利を目指して全力で闘います。

長
おさ

部
べ

汐
しお

莉
り

 副キャプテン
　今シーズンは勝負の年です。副
キャプテン就任を自分自身の成長の
チャンスと捉え、チームがひとつの
方向を向いて闘えるようにリーダー
シップを持ってチームを引っ張って
いきたいと思います。これからも応
援をよろしくお願いします。

新たなシーズンへ向けて

日　時　４月４日（土）午前 10時～午後４時

場　所　高梁市図書館三の丸テラス
　　　　�びしんふれあいテラス

内　容●�市内飲食店のブースや、市内の作家による雑
貨などの販売ブースが並ぶほか、音楽やパ
フォーマンスのステージも行われます。

問同実行委員会�阿
あ べ

部予
よ り こ

理子さん☎ 090-9505-2466

春の高梁マチナカ・マルシェ 2020

問高梁スポーツクラブ☎（22）9403

高梁市の市外局番は「0866」です23 Ｒ2 (2020) ３月



お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

高
梁
音
楽
祭
２
０
２
０
公
開

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

応
募
資
格　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
個
人・グ
ル
ー

プ（
セ
ミ
プ
ロ
含
む・ジ
ャ
ン
ル
不
問
）

応
募
方
法　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募

用
紙
に
写
真
・
映
像
デ
ー
タ
や
音
源（
Ｃ

Ｄ
）を
添
え
て
、
４
月
20
日（
月
）ま
で
に

郵
便
か
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　
〶
７
０
０
‐
０
８
６
６ 

岡
山

市
北
区
岡
南
町
２
‐
１
‐
５
ヒ
ロ
タ
ビ
ル

２
階　

高
梁
音
楽
祭
２
０
２
０
「
公
開

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
事
務
局

　

 info@
lugz-m

usic.jp

１
次
審
査　
書
類
、
映
像
、
音
源
の
審
査

イ
ベ
ン
ト

文
化

令
和
３
年
歌
会
始お

題
は
「
実
」

　
宮
内
庁
よ
り
令
和
３
年
歌う

た
会か

い
始は

じ
めの
お
題

お
よ
び
詠え
い

進し
ん

要
領
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

お
題　
「
実じ
つ

」（
歌
に
詠よ

む
場
合
は
「
実
」

の
文
字
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
実

験
」
や
「
果
実
」
の
よ
う
な
熟
語
や
「
実

る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
よ
い
）

詠
進
要
領　
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
詠え
い
進し

ん
し
て
く
だ
さ
い
。

問
宮
内
庁
式し

き
ぶ
し
ょ
く

部
職
儀
式
第
二
係

☎
０
３（
３
２
１
３
）１
１
１
１

第
11
回
岩い

わ

戸と

開び
ら

き
in
用
瀬
祭

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
の
交
流
会
で
す
。

日
時　
４
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

３
時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～
９
時
30
分
）

を
事
務
局
が
行
い
、
通
過
し
た
人
・
グ

ル
ー
プ
が
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
出
場

し
ま
す
。

公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

日
時　
５
月
９
日（
土
）午
前
11
時
～

場
所　
正
宗
公
園

審
査　
観
客
が
投
票
し
、
最
多
得
票
者
が

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
と
な
り
ま
す
。

※
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は
、
６
月
以
降
に

Ｏ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
の
番
組
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ト
ラ
イ
ブ
Ｔ
Ｖ
」
へ
出
演
で
き
ま
す
。

問
同
実
行
委
員
会
☎
０
８
６（
２
３
８
）

７
５
５
８

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
29
日（
水・祝
）に
延
期

場
所　
用よ

う
瀬ぜ

獄だ
け

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
広
場

参
加
費　
１
０
０
０
円（
保
険
料
・
食
事

券
込
み
／
当
日
集
金
）

カ
テ
ゴ
リ
ー　
①
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
（
小
学

３
年
生
以
下
）
②
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

（
小
学
４
～
６
年
生
）
③
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ス
（
中
学
生
以
上
・
５
級
以
上
）

申
し
込
み　
４
月
19
日（
日
）ま
で
に
杉
田

商
店
へ
申
込
書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
・
定
員
70
人
）

問
杉
田
商
店

☎
F（
45
）３
１
０
６

子
育
て

わ
く
わ
く
子
ど
も
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た

ち
が
作
成
・
考
案
し
た
習
字
・
写
生
お
よ

び
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
作

品
は
市
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
展

示
す
る
ほ
か
、
優
秀
な
作
品
を
「
わ
く
わ

く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
」（
６
月
開
催
予

定
）で
表
彰
し
ま
す
。

募
集
内
容

習
字
の
部　
習
字
半
紙
に
黒
色
の
墨（
墨

汁
）で
書
い
た
も
の（
長
半
紙
は
不
可
）

部
門
・
テ
ー
マ　
小
学
校
低
学
年
・
１
年

生
「
ね
こ
」、
２
年
生
「
お
し
ろ
」
／
小

学
校
中
学
年
・
３
年
生
「
金
メ
ダ
ル
」、

４
年
生
「
猫
城
主
」
／
小
学
校
高
学
年
・

５
年
生
「
友
情
の
輪
」、
６
年
生
「
聖
火

走
者
」

写
生
の
部　
八
つ
切
り
画
用
紙
に
、
ク
レ

ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
、
色
鉛
筆
、
水
彩
絵
の

具
で
描
い
た
も
の

部
門　

幼
年
部
門
／
小
学
校
低
学
年
部

門（
１・
２
年
生
）／
小
学
校
中
学
年
部
門

（
３・
４
年
生
）／
小
学
校
高
学
年
部
門

（
５・６
年
生
）

テ
ー
マ（
全
部
門
共
通
）　
「
高
梁
市
の
風

景（
ま
ち
な
み
、
自
然
）」

標
語
の
部　
標
語
は
五・七・五
調
の
川
柳

形
式
で
用
紙
は
任
意
の
も
の

部
門　
小
学
校
低
学
年
部
門（
１・
２・
３

年
生
）／
小
学
校
高
学
年
部
門（
４・５・６

年
生
）

テ
ー
マ（
全
部
門
共
通
）　
「
高
梁
の
魅
力
・

高
梁
の
い
い
と
こ
ろ
」（
テ
ー
マ
に
関
連
す
れ

ば
テ
ー
マ
の
言
葉
を
含
ま
な
く
て
も
可
）

応
募
方
法　

氏
名
、
住
所
、
学
校
・
園

名
、
学
年
、
連
絡
先
を
作
品
に
記
入
す
る

か
添
付
し
て
、
次
の
ど
ち
ら
か
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
市
子
ど
も
会
連
合
会
所
属
の
子
ど
も
会

会
員
…
各
子
ど
も
会
を
通
じ
て
提
出

②
子
ど
も
会
会
員
で
な
い
人
…
こ
ど
も
未

来
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
提
出

募
集
期
間　
４
月
１
日（
水
）～
５
月
22
日（
金
）

　
な
お
、
作
品
は
応
募
期
間
中
に
作
成
し

た
も
の
に
限
り
、
各
部
門
１
人
１
点
の
み

応
募
で
き
ま
す
。
規
格
外
の
作
品
は
審
査

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
８
８

24Ｒ2 (2020) ３月



お知らせ

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

キ吉

備

国

際

大

学

ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り

職　種 所在地 賃�金�月�額

介護職員 津川町 144,500 円～ 159,500 円

営業・
顧客サポート 栄町 210,000 円～ 265,000 円

製砂プラント作業 松山 230,000 円～ 250,000 円

管理栄養士・
栄養士 落合町 152,000 円～ 190,500 円

製品検査員 成羽町 163,600 円～ 229,600 円

一般事務 成羽町 160,000 円～ 190,000 円

和牛の飼育 成羽町 200,000 円～ 220,000 円

ホールと簡単な
調理（パート） 正宗町 時給 850円

クリーニングの受
付・仕分（パート） 中原町 時給 835円

看護師（パート）成羽町 時給 1,100 円～ 1,500 円

※ 詳しくはハローワークインターネットサービスを
ご覧ください。
問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

求人情報

５日（日） 仲田医院（落合町阿部）☎（22）０５１１

12日（日）大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５

19日（日）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０

まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎（42）２３１５

26日（日）
高梁整形外科医院（本町）☎（22）１５３１

川上診療所（川上町地頭）☎（48）４１８８

29日（水・祝） 高梁中央病院（南町）☎（22）３６３６

休日当番医（４月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 災害情報案内☎（21）０１００

順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学

校
で
卒
業
証
書
授
与
式

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日

本
を
含
め
世
界
各
地
で
患
者
の
発
生
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
態
が
分
か
ら
な

い
状
況
の
な
か
で
行
え
る
予
防
策
と
し

て
、
で
き
る
だ
け
人
混
み
を
避
け
る
こ

と
、
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
や
調
理
の
前

後
、
食
事
前
に
手
を
洗
う
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
各
自
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
感
染
予
防
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
14
日
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
ダ
イ

ヤ
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伯
備
線
で

　
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学

校
で
は
、
３
月
３
日
に
第
51
回

卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
看
護
学
科
、
介
護

福
祉
学
科
の
代
表
生
に
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

特
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
他
の

模
範
と
な
っ
た
学
生
に
学
園
創

立
者
の
名
を
冠
し
た
「
加か

計け

勉つ
と
む

賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
貢
献
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
そ
の
活
動
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
た
学
生
を
称
え
る
「
方ほ

う

谷こ
く

賞し
ょ
う」

が
近
藤
市
長
か
ら
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

看
護
学
科
と
介
護
福
祉
学

科
合
わ
せ
て
47
人
の
卒
業
生

は
、
教
職
員
、
保
護
者
に
見

送
ら
れ
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学

び
舎や

か
ら
、
看
護
師
や
介
護

福
祉
士
の
道
へ
と
旅
立
ち
ま

し
た
。

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

☎
０
８
６（
２
３
１
）３
６
０
０

つくってみよう！マイナンバー
現在、国内で１日に１万人がマイナンバーカード
を申請しています。今後さまざまな場面で利用で
きる機会が増えていきます。

マイナンバーカードはオンラインでも
市役所の窓口でも申請ができます。
申請方法など詳しくはこちらから→

お問い合わせは
マイナンバー総合フリーダイヤルへ

☎0120-95-0178

  

市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

は
、
正
午
前
後
の
備
中
高
梁
駅
折
り
返
し

上
下
3
往
復
の
普
通
列
車
が
、
備
中
高
梁

駅
～
総
社
駅
間
で
運
行
を
取
り
や
め
、
総

社
駅
折
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
者

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
運
行
を
取
り
や

め
た
そ
う
で
す
が
、
す
で
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
対
し
て
、
3
往
復
の
列
車
の
復
活
と
特

急「
や
く
も
」号
利
用
時
の
利
便
性
向
上
策

を
設
け
る
な
ど
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
一
層
の
利
用
促
進
を
お

願
い
し
ま
す
。

高梁市の市外局番は「0866」です25 Ｒ2 (2020) ３月
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健
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ー
ツ

イ
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ン
ト

お知らせ

ス
ポ
ー
ツ

日
時　
４
月
26
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
高
梁
市
、
新
見
市
、
吉
備
中
央
町

に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
26
日（
日
）・
５
月
３
日（
日
・

祝
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

対
象　
一
般
の
チ
ー
ム（
社
会
人
用
Ｍ
号

球
を
使
用
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
４
月
21
日（
火
）午
後
７
時
か

ら
行
う
抽
選
会（
市
民
体
育
館
）に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
軟
式
野
球
連
盟
高
梁
地
区 

赤あ
か

木ぎ

寛ひ
ろ

幸ゆ
きさ

ん

☎
０
９
０
‐
４
１
４
９
‐
１
３
５
５

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
４
月
26
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
員
、
ま

た
は
高
梁
市
、
新
見
市
に
在
住
、
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人

部
門　
第
１
部（
高
校
生
男
子
～
44
歳
男

子
）／
第
２
部（
45
歳
～
64
歳
男
子
、
19
歳

～
44
歳
女
子
）／
第
３
部（
65
歳
以
上
男

子
、
高
校
生
女
子
、
45
歳
以
上
女
子
）

備
北
地
区
２
市
１
郡

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
費　
１
組
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
16
日（
木
）ま
で
に
高
梁

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
へ

問
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会 

川か
わ
西に
し
基も
と
隆た
か
さ
ん

☎
０
９
０
‐
２
２
９
１
‐
１
６
８
７

部
門　
１
部
～
３
部（
ペ
ア
の
組
み
合
わ
せ

は
自
由
）／
４
部（
初
心
者
お
よ
び
小
学
生
）

参
加
費　
一
般
１
２
０
０
円
／
高
校
生
以

下
８
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
14
日（
火
）ま
で
に
高
梁

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ

問
高
梁
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

長は
谷せ

川が
わ
香か
織お

りさ
ん

☎
０
９
０
‐
１
０
１
１
‐
７
５
１
２

文
化

没
後
90
年
記
念 

児
島
虎
次
郎

も
う
ひ
と
つ
の
眼

　
高
梁
市
出
身
の
洋
画
家
・
児こ

島じ
ま
虎と

ら
次じ

郎ろ
う

が
撮
影
し
た
写
真
約
１
０
０
点
を
絵
画
作

品
と
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

会
期　
４
月
4
日（
土
）～
6
月
21
日（
日
）

場
所　
成
羽
美
術
館

開
館
時
間　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
た
だ
し
５
月
４

日
は
開
館
し
５
月
７
日（
木
）を
休
館
）

入
館
料　
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
８
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円

関
連
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
対
談
「
児
島
虎
次

郎
の
旅
と
そ
の
記
録
」

日
時　
４
月
19
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

３
時

場
所　
成
羽
美
術
館
多
目
的
展
示
室

講
師　
大お
お

原は
ら

謙け
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
大
原
美
術
館

名
誉
館
長
）、
児こ

島じ
ま

塊か
い

太た

郎ろ
う

さ
ん（
成
羽
美

術
館
理
事
長
）

問
成
羽
美
術
館

☎（
42
）４
４
５
５
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時
の
流
れ
は
早
い

も
の
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
任
期
が

今
月
い
っ
ぱ
い
で
満

了
と
な
り
ま
す
。
平

成
29
年
１
月
、
手
作

り
の
太
鼓
「
遊ゆ
う
こ鼓

」
を
叩
き
な
が

ら
歩
い
て
高
梁
に
辿
り
着
い
た
日

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

た
だ
呆
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
私
の
よ
う
な

変
わ
り
者
を
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
温
か
さ
で
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
右
も
左
も
分
か

ら
ず
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
3
年
間
で

す
が
、
困
っ
た
と
き
は
多
く
の
方
に
親
身

に
な
っ
て
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
梁
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
「
長ち
ょ
う

�

は
魅
力
を
失
い
廃
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
有
漢
に
は

「
長
蔵
音
頭
」
と
い
う
大
切

な
種
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
う
い
う
花
が
咲
く
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
地
道
に
活
動
を

続
け
れ
ば
未
来
に
は
大
き
な
力
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
手
探
り
の
状
態
で
始
め
た
「
地
域
お
こ

し
」
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
大
切
さ
が
分

か
り
ま
す
。
何
百
年
も
続
く
家
、
集
落
、

習
俗
が
存
続
の
危
機
を
迎
え
る
な
ど
、
大

き
な
時
代
の
変
わ
り
目
を
身
を
も
っ
て
感

じ
て
い
ま
す
。
地
域
が
豊
か
に
持
続
し
て

い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
一
人
で

考
え
る
に
は
難
し
い
課
題
で
す
が
、
気
張

り
過
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

土
は ぶ

生� 裕
ひろし

�隊員

蔵ぞ
う
音お

ん
ど頭
」
で
す
。
地
方
に

は
都
市
と
比
べ
て
仕
事
が

少
な
く
、
若
者
の
多
く
は

都
市
で
生
活
せ
ざ
る
を
得

な
い
時
代
で
す
が
、
豊
か

な
自
然
と
独
自
の
文
化
は

誇
る
べ
き
も
の
で
す
。
独

自
の
文
化
を
失
っ
た
地
域

有漢町の里山で竹を伐採する土生隊員

平成 30年に有漢町で開催したライブ

　

在宅医療・介護連携推進事業通信�第 46回

　在宅実習で療養者の自宅を訪問しました。最初は意思疎通を図ることが難し

かったですが、訪問を重ねるにつれて療養者にとっての最適なコミュニケーシ

ョン方法を見つけ出し、本人の思いを汲み取るなかで現在の疾患と既往歴を関

連付けることもできました。また、看護師は専門的な知識や技術を身に付ける

ことと同様に患者さんに寄り添うことで、徐々に信頼関係を築くことができる

と感じました。

　同じ疾患でも、療養者の生活背景などの違いによってそれぞれニーズは異なります。そのニーズを把握するた

めに、普段のコミュニケーションから必要な情報を収集することは、患者さんに一番近い存在である看護師の重

要な役割だと考えました。そのためには、自宅に訪問して生活のなかで困ることはないかを確認することも大切

だと思います。実際に本人に生活動作をしてもらい、本人と家族が生活する上で何が良い方法（住宅改修、福祉用

具のレンタルなど）なのかを、医療・福祉・建築などの専門職がチームとなって

考えることで、退院後の安心した生活につながっているのだと感じました。

　退院後の生活を考えることは、看護師として大切なことだと思います。在宅

実習の経験を生かして、看護師として頑張っていきたいと思います。

問医療連携課 ☎（21）０３０４

在宅実習を通して感じたこと
織お
り
た田�

茉ま

な奈
さ
ん

（
吉
備
国
際
大
学
看
護
学
科
４
年
）

実習の様子
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花生活のたね� 岡
おかもと

本 典
のりこ

子  著　  エクスナレッジ  出版

　春が近づいてきました。生活環境が変わる人
も多いと思いますが、新生活に「花」を取り入
れてみませんか。この本では、著者が取り入れ
ているさまざまなアイデアが美しいビジュアル
と共に紹介されています。
　生活の一部に花があると、背筋がピンと伸び
るような緊張感が生まれます。まずは一輪挿し
から始め、花束やドライフラワーなどさまざま
な花や緑にチャレンジすることで、暮らしのな
かに彩りを加えましょう。

図書館だより

今月のおすすめ図書 高
梁
市
図
書
館 

　

　
　     

　
堤つ

つ
み 

裕ゆ

み

こ
美
子
さ
ん

ホームページ

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～

日　　時　４月 11 日（土）午前 10 時～ 11 時
申し込み　自由参加（参加費無料）

問成羽図書館☎（42）２５８９
　 午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

高梁市図書館のイベント情報

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　 午前９時～午後９時 開館（年中無休）

ヨモカ（移動図書館車）の４月運行日

第1・3火曜日
（７日・21日）

川面地域市民センター
西山郵便局横
コミュニティハウス湯野荘

10:40 ～ 11:25
14:15 ～ 14:45
15:15 ～ 15:45

第1・3水曜日
（１日・15日）

津川地域市民センター
落合地域市民センター

13:40 ～ 14:10
15:30 ～ 16:15

第1・3木曜日
（２日・16日）

やまびこカフェ（松原町松岡）
宇治地域市民センター

11:15 ～ 12:00
14:30 ～ 15:15

第2・4火曜日
（14日・28日）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所

10:00 ～ 10:45
14:30 ～ 15:15

第2・4水曜日
（８日・22日）

川上ふるさとプラザ
日名神楽公園

13:40 ～ 14:25
16:00 ～ 16:30

第2・4木曜日
（９日・23日）

巨瀬地域市民センター 10:00 ～ 10:45

第2・4金曜日
（10日・24日）

高倉地域市民センター
中井地域市民センター

12:30 ～ 13:00
13:30 ～ 14:00

一般書

高梁市図書館主催行事の中止

　３月 31 日（火）までに開催が予定されていた
高梁市図書館主催の行事は、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止のため中止とします。
　４月に開催予定の行事についてはホームペー
ジなどでお知らせします。

リトミックであそぼう！
日　　時　４月９日（木）
　　　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
場　　所　４階多目的室
定　　員　15 組（要予約・参加費無料）

講　　師　黒
くろ

崎
さき

友
ゆ

紀
き

さん
　　　　　（音色こずみっく代表）

第２回楽しい読み聞かせ講座�その１
日　　時　４月 10 日（金）午前 10 時～正午
場　　所　４階多目的室
定　　員　50 人（要予約・参加費無料）

講　　師　大
おおまえよしかつ

前栄克さん
　　　　　（フリーアナウンサー）
共　　催　たかはし朗読の会

おはなしたまてばこ�おはなし会
日　　時　４月 11 日（土）午後３時～３時 30 分
場　　所　４階多目的室
申し込み　自由参加（参加費無料）
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まちのできごと

医療や介護について考えよう
２月16日　高梁総合文化会館（原田北町）

医療・介護関係者が寸劇を

　「がんばろう高梁！！ 令和元年度高梁市医療・介
護市民公開講座」（高梁市在宅医療・介護連携推進
協議会／市主催）が開催されました。医療・介護
関係者と地域が連携して支え合う様子を紹介する
寸劇のほか、菅

かん

田
だ

吉
よし

昭
あき

さん（大杉病院理事長）によ
る講演などが行われ、来場者は市内の医療・介護
について理解を深めていました。

優勝を目指してスタートする選手

　「がんばろう高梁！！ 第 41 回市民健康づくり愛
らぶ高梁ふれあいマラソン」（市・市教育委員会・
市体育協会主催）が開催され、今回は３コース 12
部門に 964 人が参加。沿道の声援を受けながら、
吉備国際大学シャルム岡山高梁の選手や岡山県マ
スコット・ももっちと一緒に城下町の趣が色濃く
残る町並みを駆け抜けました。

真冬の城下町を疾走
２月９日　高梁市役所周辺

本を好きになってもらうために
２月16日　高梁市図書館（旭町）

子どもたちと一緒に工作を

　市内の中学生12人が高梁市図書館や吉備国際
大学の学生と共に企画した「本の世界へさぁいこ
う！～お気に入りの１冊を見つけよう～」（市教
育委員会主催）を開催しました。当日は、中学生
による本の読み聞かせや工作（折り紙、ブックカ
バー、しおりの作成）などが行われ、子どもたち
は楽しみながら本と触れ合っていました。

開館１周年を記念して
２月21日　山田方谷記念館（向町）

対談形式で行われた講演会

　講演会「方谷先生を語る～方谷先生の人柄とは
～」（市教育委員会主催）を開催しました。当日
は児

こ

玉
だま

享
すすむ

さん（高梁方谷会副会長）と田
た

村
むら

啓
けい

介
すけ

・
市教育委員会参与が、山田方谷の人柄について対
談する形で解説するとともに、意見を交わしまし
た。また、特別展「初公開！新規寄贈史料」で方
谷の書

しょがく

額を３月31日（火）まで展示しています。
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すこやかスマイル（３月）

送ってください　
次号（４月号）分の締め切りは３月26日（木）必着です

①４月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真に、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年
月日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、電話番号を明記して送付してください。市ホームページでも応募で
きます。応募いただいた内容は、広報たかはしのほか、市行政放送、市ホームページ、公式動画サイトで公開
します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。
氏名（ふりがな）・年齢・住所・電話番号を明記して投稿してください。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係 
   ☎（21）０２１０　  hisyo@city.takahashi.lg.jp 市ホームページ

２
さい

相
あいはら

原 結
ゆ い と

斗ちゃん
（原田南町）

５
さい

梶
か じ た

田 陽
ひ な

菜ちゃん
（落合町阿部）

２
さい

池
い け だ

田 梨
り の

乃ちゃん
（頼久寺町）

４
さい

戸
と だ

田 景
け い た

太ちゃん
（川端町）

３
さい

冨
と み や

彌 唯
ゆ な

愛ちゃん
（落合町阿部）

１
さい

金
かなやま

山 綺
き

希
き

ちゃん
（下谷町）

４
さい

亀
か め い

井 健
たけひろ

弘ちゃん
（宇治町宇治）

３
さい

矢
や た べ

田部 咲
さ わ

羽ちゃん
（浜町）

４
さい

安
あんどう

藤 莉
り こ

子ちゃん
（落合町阿部）

４
さい

川
かわかみ

上 翔
しょうへい

平ちゃん
（落合町阿部）

３
さい

継
つぎやま

山 智
ともひと

仁ちゃん
（落合町阿部）

６
さい

徳
と く だ

田 咲
さ き な

菜ちゃん
（落合町阿部）

２
さい

樋
ひ ぐ ち

口 ももちゃん
（川面町）

４
さい

平
ひ ら い

井 心
み ゆ

結ちゃん
（原田北町）

１
さい

礒
いそもと

本 康
こうたろう

太郎ちゃん
（玉川町玉）

１
さい

林
はやし

 暖
あ い か

花ちゃん
（落合町阿部）

１
さい

難
な ん ば

波 芽
め い

依ちゃん
（成羽町下原）

５
さい

伊
い だ

田 葵
あおい

ちゃん
（成羽町下原）

５
さい

伊
い だ

田 宰
つかさ

ちゃん
（成羽町下原）

４
さい

大
おおつか

塚 すずちゃん
（原田北町）

30Ｒ2 (2020) ３月



②

①

土
つ ち や

谷 千
ち よ こ

代子さん 
（成羽手話サークル）

手し

ゅ

わ話
を
や
っ
て
み
よ
う
！

手
の
ひ
ら
を
上う

え

に
向む

け
て
、
お
な
か
の
辺あ

た

り
か
ら
繰く

り

返か
え

し
優や

さ

し
く
あ
お
る
よ
う
に
上あ

げ
る

「
暖あ
た
た

か
い
」・「
春は
る
」

俳
句

大お
お
久く

保ぼ 

裕ゆ
う
子こ

さ
ん（
下
谷
町
）

短
歌

ふ
き
の
と
う 

や
わ
ら
か
苦に

が
味み 

春は
る
連つ

れ
て

小お

野の 

は
る
恵え

さ
ん（
原
田
南
町
）

原は
ら

田だ 

由ゆ

き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

杼と
ち
や
ま山 

豊と
よ
か
ず一さ

ん（
中
井
町
西
方
）

熊く
ま

本も
と 

金き
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

谷た
に
も
と本 

須す

ま

こ
満
子
さ
ん（
落
合
町
近
似
）

梅う
め
野の 

八や

重え

子こ

さ
ん（
松
山
）

赤あ
か
木ぎ 

文ふ
み
子こ

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

池い
け
田だ 

利り

恵え

子こ

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

川か
わ
か
み上 

艶つ
や
子こ

さ
ん（
津
川
町
今
津
）

宮み
や

本も
と 

宮み
や

吉き
ち

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

一ひ
と
ひ
ら片 

遊ゆ
う
し子

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

桝ま
す
が
み上 

秀ひ
で
雄お

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

坂さ
か
田た 

昭あ
き
夫お

さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

三み

浦う
ら 

操み
さ
おさ
ん（
成
羽
町
中
野
）

動画で確認

川
柳

妹せ
の
お尾 

昌ま
さ

美よ
し

さ
ん（
東
町
）

三み

浦う
ら 

数か
ず
馬ま

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

あ
の
人ひ
と

を 

星ほ
し

の
王お

う
子じ

と 

見み

た
若わ

か
さ

暖
冬
で 

立
春
す
ぎ
て 

初
雪
が

　
１
０
０
歳（
大
正
９
年

生
ま
れ
）の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
記
念
品

や
花
束
を
贈
っ
て
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
１
０
０
歳
以

上
の
人
は
２
月
29
日
現

在
で
51
人（
男
性
９
人
・

女
性
42
人
）で
す
。

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
ひ ら み

見 益
ま す え

重さん
（鍜冶町）

朝
毎
に 

む
か
う
鏡
の 

吾
が
顔
に 

九
十
年
の 

歴
史
を
想
う

木
も
草
も 

皆
沈
黙
に 

た
ゆ
る
の
み 

春
を
待
つ
日
の 

如き
さ
ら
ぎ月

の
空

県け
ん

境き
ょ
う

の 

峠と
う
げ

越こ
え

れ
ば 

目め

を
見み

は張
る 

微か
す

か
に
見み

え
る 

春は
る

の
大だ

い
山せ

ん

現
時
代 

少
子
高
齢 

空あ
き

家や

増ふ

え 

人ひ
と

の
数か

ず
よ
り 

棟む
ね

数か
ず

多お
お

し

後
楽
園
の 

芝
や
き
を
ま
ね
て 

わ
が
庭
の 

小
さ
な
芝
や
き
を 

一
人
で
た
の
し
む

夫つ
ま
逝ゆ

き
て 

幾
年
な
る
や 

我
一
人 

不
思
ぎ
な
命 

長
ら
へ
て
い
し

日
本
で
の 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

平
和
と
見 

勝
負
あ
せ
と 

涙な
み
だ

の
笑え

顔が
お

庭に
わ
先さ

き
の 
春は

る
待ま

つ
花は

な
も 

芽め

吹ぶ

い
て
る 

季き

節せ
つ
は
巡め

ぐ
り 

早は
や
還か

ん
暦れ

き
に

初は
つ
場ば

所し
ょ
横よ

こ
綱づ

な
休き

ゅ
う

場じ
ょ
う

お
面も

白し
ろ
か
つ
た
徳と

く
勝し

ょ
う

龍り
ゅ
う

初は
つ
優ゆ

う
勝し

ょ
う

横よ
こ
綱づ

な
め
ざ
し
て
頑が

ん
張ば

れ

見み

渡わ
た
せ
ば 

松ま
つ
枯か

れ
の
時じ

期き 

す
ぎ
に
け
り 

青あ
お
青あ

お
と
し
て 

心こ
こ
ろ

安や
す
ら
ぐ

風
雪
も 

世よ間
の
荒
波
も 
和
ら
げ
る 

有
り
難
き
か
な 

四よ

も方
の
山
々

ほ
っ
こ
り
と 

土
よ
り
出
で
し 
フ
キ
ノ
ト
ウ 

朝あ
さ

餉げ

の
膳
で 

春
を
い
た
だ
く

マ
ニ
ュ
キ
ア
を 

塗ぬ

る
こ
と
も
な
き 
手
を
守
り 

農の
う

に
は
げ
み
し 

妻つ
ま

も
八や

十そ

路じ

に

リ
ハ
ビ
リ
に 

心
も
身
体
も 

い
や
さ
れ
て 
迎
え
の
車
に 

皆
笑
顔
で

中
なかむら

村 幸
ゆ き え

惠さん
（川上町高山）

市民のページ
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▼「
わ
し
ら
の
頃
は
ク
ジ
ラ
の
肉
が
出

と
っ
た
」「
ソ
フ
ト
麺
っ
て
何
？
」「
揚

げ
パ
ン
の
日
が
楽
し
み
だ
っ
た
」
…
。

給
食
の
話
は
世
代
を
越
え
て
楽
し
い

も
の
で
す
が
、
感
染
症
の
問
題
か
ら

長
い
春
休
み
を
迎
え
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
給
食
が
恋
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
最
近
の
世
代
間
会
話
で
は「
ち

り
紙
っ
て
何
？
」「
わ
し
ら
の
頃
は
新

聞
紙
で
…
」な
ど
と
い
う
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
す
が
、
こ
の
話
は
こ
こ
ま
で

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
山
崎
太
朗
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ２９，９６５ ー 120

男 性 １４，５５０ ー 67

女 性 １５，４１５ ー 53

世帯数 １４，４２１ ー 72
( 令和２年２月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

　市では、新型コロナウイルス感染症に対応するため、幹部会議や関係部署の連絡会議を行ってきましたが、全庁を
挙げて取り組みを進めるため、2月28日に「高梁市新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置しました。
　新型コロナウイルス感染症の情報は日々変化しています。最新の情報は、市ホームページや高梁市行政放送などで
お知らせします。 問同対策本部事務局（健康づくり課） ☎（21）0267

帰国者・接触者相談センター（備北保健所・24時間対応）　☎（21）２８３６／F（22）８０９８
次の症状がある人は「帰国者・接触者相談センター」へお問い合わせください。
・風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている（解熱剤を飲み続けなければならないときを含む）
・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
※高齢者や妊婦、基礎疾患のある人で、上記の状態が２日程度続く場合はかかりつけ医にご相談ください。

これまでの取り組み（３月 11日現在）

小・中学校、高校
①臨時休業日…３月2日（月）～３月26日（木）　②学年末休業日…３月27日（金）～３月31日（火）
③学年始休業日…４月１日（水）～４月６日（月）

保育園・こども園・幼稚園 通常通り開園（状況の変化などにより臨時休園することも想定）
学童保育 長期休業中の開所時間で対応（状況の変化などにより臨時休業することも想定）
医療機関への対応 9000 枚のマスクを２月 28日に医療機関へ配布

イベントの中止・延期
感染症拡大防止のため、「イベント開催基準」を設け、自粛や延期を促す。開催する場合は、
手洗いやアルコール消毒、室内の換気を行うなどの十分な対策を行うよう促す

「高梁市新型コロナウイルス感染症対策本部」からのお知らせ

市ホームページ

広
報
た
か
は
し
３
月
号
（
通
巻
185
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
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発
行
）高
梁
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広
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通
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話
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■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。


